
平成１９年８月６日１ 町 村 週 報

（ ）町村の購読料は会費
の中に含まれております

毎週月曜日発行

発行所　全国町村会 〒１００‐００１４　東京都千代田区永田町１丁目１１番３５号：電話０３‐３５８１‐０４８６　FAX０３‐３５８０‐５９５５
発行人　山中昭栄：定価１部４０円・年間１，５００円（税、送料含む）　振替口座００１１０‐８‐４７６９７　　　http://www.zck.or.jp

第２６１０号
昭和２９年１月３０日
第三種郵便物認可（　　　　　　　　）

も

く

じ
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　緒方平野の真ん中を流れる緒方川
が、突如滑り落ちるように現れる「原
尻の滝」は“東洋のナイアガラ”の異
名をとる名勝。緩やかなカーブを描
く岩壁の間から、幾筋もの流れが高さ
20ｍの滝壺に轟音をとどろかす。長
い梅雨が明けた夏、五月雨をあつめた
名瀑が“緒方五千石”の田園を潤す。

　

五
月
の
終
わ
り
ご
ろ
、
中
国
四
国
農
政

局
の
方
か
ら
研
究
室
に
小
包
が
届
い
た
。

心
あ
た
り
が
な
く
、
不
思
議
に
思
っ
て
開

け
て
み
る
と
、
入
っ
て
い
た
の
は
何
と
九

冊
の
マ
ン
ガ
本
で
あ
っ
た
。
題
し
て
「
ま

ん
が
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
列
伝
」
と
い
う
シ

リ
ー
ズ
で
、
中
国
・
四
国
の
九
つ
の
県
か

ら
農
に
か
か
わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
サ
ク
セ
ス

ス
ト
ー
リ
ー
を
一
つ
ず
つ
拾
い
上
げ
、
そ

れ
ぞ
れ
五
〇
ペ
ー
ジ
余
り
の
マ
ン
ガ
に
仕

立
て
た
も
の
で
あ
る
。
農
政
局
の
企
画
調

整
室
の
発
案
で
、
こ
の
三
月
に
九
冊
揃
っ

て
〈
家
の
光
協
会
〉
か
ら
出
版
（
市
販
）

さ
れ
た
。

　

四
国
で
は
、
い
ま
や
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の

雄
と
な
っ
た
馬
路
村
の
ユ
ズ
、
そ
し
て
上

勝
町
の
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
、
内
子

町
の
販
売
施
設
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら

り
、
讃
岐
う
ど
ん
の
た
め
の
新
品
種
〈
さ

ぬ
き
の
夢
二
〇
〇
〇
〉
の
開
発
が
取
り
上

げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
中
国
で
は
、
岡
山
の

ピ
オ
ー
ネ
栽
培
、
三
次
市
の
平
田
観
光
農

園
、
山
口
市
の
秋
川
牧
園
、
雲
南
市
の
木

次
乳
業
、
そ
し
て
鳥
取
の
二
十
世
紀
ナ
シ

の
歩
み
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
の
末
に
成

功
を
勝
ち
得
て
い
く
ス
ト
ー
リ
ー
と
し

て
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
描
か
れ
て
い
る
。

筆
者
が
訪
ね
た
地
域
も
多
く
、
い
く
つ
か

の
場
面
で
は
涙
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。

　

農
業
の
持
つ
価
値
の
す
ば
ら
し
さ
を
子

供
た
ち
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
た
い
と
い

う
、
担
当
者
の
熱
き
思
い
が
こ
の
シ
リ
ー

ズ
を
こ
の
世
に
出
し
た
。
そ
し
て
苦
労
の

プ
ロ
セ
ス
を
取
材
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
整

理
し
て
作
画
に
た
ず
さ
わ
っ
た
の
は
、
ア

ニ
メ
や
イ
ラ
ス
ト
の
専
門
学
校
生
や
大
学

の
サ
ー
ク
ル
の
若
者
た
ち
で
あ
る
。
こ
の

マ
ン
ガ
が
発
刊
さ
れ
た
意
義
は
も
ち
ろ
ん

大
き
い
。
し
か
し
こ
の
製
作
に
か
か
わ
っ

た
多
く
の
若
者
た
ち
の
口
か
ら
、
一
途
に

農
を
極
め
よ
う
と
す
る
人
の
存
在
と
そ
の

魅
力
が
、
必
ず
や
多
く
の
人
に
語
ら
れ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
喜
ば
し
い

こ
と
だ
と
思
う
。

　

担
当
者
は
、
全
国
の
都
道
府
県
で
こ
の

シ
リ
ー
ズ
が
続
け
ら
れ
て
四
七
巻
に
な
れ

ば
、
将
来
の
日
本
農
業
の
あ
り
方
に
大
き

く
貢
献
す
る
の
で
は
な
い
か
と
訴
え
る
。

こ
の
よ
う
な
試
み
が
各
地
で
実
現
す
る
こ

と
を
、
筆
者
も
大
い
に
期
待
し
た
い
。

早
稲
田
大
学
教
授　

宮
口　

侗
廸

● ●●

閑
話
休
題

農
へ
の
熱
き
思
い
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活 動

臨
時
総
会
を
開
催

臨
時
総
会
を
開
催

全
国
町
村
会

全
国
町
村
会

臨
時
総
会
を
開
催

臨
時
総
会
を
開
催

会
長
に
山
本
氏（　
　

）を
再
選

副
会
長
に
寺
島　
・
近
藤　
・
五
軒
家　
の
各
氏

福
岡
県
町
村
会
長

添

田

町

長

（北海道）

（愛知）

（徳島）

　全国町村会は、７月27日、午前10時から全国町村会館で開催した臨

時総会において、任期満了に伴う役員の改選を行い、会長に山本文男氏

(福岡県添田町長）を再選し、副会長には寺島光一郎氏（北海道乙部町

長）、近藤 光氏（愛知県幸田町長）および五軒家憲次氏（徳島県海陽町

長）の３氏を新たに選任した。任期は平成19年７月31日から２年間。

　再選された山本文男氏の就任挨拶に続いて、新任副会長を代表して寺

島光一郎氏が挨拶を行い、その後、理事会に切り替えて監事を互選、さ

らに常任理事、政務調査委員の地区別互選の結果が報告された。この

後、再び総会に戻り、退任する副会長を代表して魚津 一氏(富山県朝日

町長）から退任挨拶があり、10時30分閉会した。

　閉会後、東京大学名誉教授・大森　彌氏から「町村－この基礎自治体

の底力－」と題する講演が行われ、その後、政務調査会の行政・財政・

経済農林の各部会を開き、正副部会長をそれぞれ選出して臨時総会の全

日程を終了した。

德

龍
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活 動

△

新
任
副
会
長
＝
右
か
ら
寺
島
、近
藤
、五
軒
家
の
各
氏

△

就
任
の
挨
拶
を
述
べ
る
山
本
会
長

【
山
本
会
長
略
歴
】

▽
福
岡
県 
田  
川 
郡 
添  
田 
町
長
▽

た 
が
わ 

そ
え 
だ

昭
和　

年
添
田
町
長
に
当
選

４６

（
通
算
当
選
回
数　

回
）▽
平
成

１０

４
年
福
岡
県
町
村
会
長
就
任
▽

平
成
９
年
全
国
町
村
会
副
会
長

就
任
▽
平
成　

年
全
国
町
村
会

１１

長
就
任
▽
平
成　

年
、　

年
、　

１３

１５

１７

年
、　

年
全
国
町
村
会
長
再
任

１９

【
寺
島
副
会
長
略
歴
】

▽
北
海
道 
爾  
志 
郡 
乙  
部 
町
長
▽

に 

し 

お
と 
べ

昭
和　

年
乙
部
町
長
に
当
選

５８

（
通
算
当
選
回
数
７
回
）▽
平
成

　

年
北
海
道
町
村
会
長
就
任
▽

１７平
成　

年
全
国
町
村
会
副
会
長

１９

就
任

【
五
軒
家
副
会
長
略
歴
】

▽
徳
島
県 
海  
部 
郡 
海  
陽 
町
長
▽

か
い 
ふ 

か
い 
よ
う

平
成
３
年
旧
海
南
町
長
に
当

選
、　

年
合
併
後
の
海
陽
町
長

１８

に
当
選（
通
算
当
選
回
数
５
回
）

▽
平
成　

年
徳
島
県
町
村
会
長

１９

就
任
▽
平
成　

年
全
国
町
村
会

１９

副
会
長
就
任

【
近
藤
副
会
長
略
歴
】

▽
愛
知
県 
額  
田 
郡 
幸  
田 
町
長
▽

ぬ
か 
た 

こ
う 
た

平
成　

年
幸
田
町
長
に
当
選

１０

（
通
算
当
選
回
数
３
回
）▽
平
成

　

年
愛
知
県
町
村
会
長
就
任
▽

１９平
成　

年
全
国
町
村
会
副
会
長

１９

就
任

山
本
会
長
就
任
挨
拶（
要
旨
）

　

皆
様
方
の
満
場
の
ご
推
挙
を
頂
き
ま
し

た
こ
と
に
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
現
下
の
町
村
の
情
勢
を
考

え
ま
す
と
一
段
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
進
む
べ

き
道
を
誤
る
こ
と
な
く
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
邁
進
す
る
こ
と
を
決
意
い
た
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
こ
れ
ま
で
、
私
は
４
期
に
わ
た
り

全
国
町
村
会
長
の
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
町
村
が
抱
え
て

い
る
大
き
な
課
題
、
や
ら
な
け
れ
ば
町
村

が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
よ
う
な
問
題
に
つ

い
て
皆
さ
ん
と
共
に
、
そ
れ
ら
の
解
決
の

た
め
、
政
府
や
関
係
方
面
に
折
衝
を
し
て

参
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
１
０
０
％
実
現

し
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
な
り
の

効
果
を
挙
げ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

が
全
国
町
村
会
の
底
力
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

町
村
の
使
命
に
つ
い
て
は
、
申
し
上
げ

る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
町
村
が
繁
栄
し

な
け
れ
ば
、
国
の
振
興
発
展
は
あ
り
得
な

い
と
い
う
信
念
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

全
国
町
村
会
長
を
皆
様
方
の
ご
支
援
の

お
か
げ
で
４
期
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
こ
の
間
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
詫
び
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
ま
た
新
た
な
決

意
で
、
５
期
目
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

去
る
７
月
３
日
に
は
、
第　

次
地
方
制

２９

度
調
査
会
が
あ
り
、
そ
の
際
、
総
理
か
ら

こ
れ
か
ら
の
町
村
が
自
立
し
て
い
く
た
め

に
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
町
村
の
権
限
の
強
化
に
つ
い
て
の
検

討
を
行
う
と
い
っ
た
趣
旨
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
町
村
の
自
立
に
つ
い
て
は
、
す

な
わ
ち
合
併
し
て
体
制
の
強
化
を
図
れ
と

言
う
こ
と
で
あ
り
、
私
は
到
底
納
得
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
権
限
の

強
化
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
（
公
立
）
学

校
に
お
い
て
不
祥
事
が
多
発
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
町
村
が
十
分
に
権
限
を
担
っ

て
い
な
い
か
ら
だ
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
次
の
地
方
制
度
調
査
会
で
答
申
が
示

さ
れ
た
後
に
は
、
ま
ず
第
一
に
町
村
を
ど

う
す
る
の
か
と
い
う
議
論
、
そ
し
て
二
番

目
に
道
州
制
の
議
論
が
出
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
道
州
制
で
町
村
は
大
き
な
影

響
を
受
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
一
方
、
国
は
地
方
支
分
部
局
の
地
方

へ
の
移
譲
に
つ
い
て
も
同
時
に
検
討
す
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
町
村
は
、
こ
の
変
化
の
中
で

大
き
く
揺
れ
動
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
我
々
は
決
し
て
後

悔
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

私
ど
も
全
国
町
村
会
は
方
針
を
決
め
、
そ

れ
に
向
か
っ
て
最
善
の
努
力
を
す
る
役
割

を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
２
年
間
は
、

我
々
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
時
期
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

現
下
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
皆
さ
ん
の
格

別
な
ご
努
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
時
に
私
た
ち
正
副
会
長
４
人
で
皆
様
方

の
先
頭
に
立
っ
て
頑
張
っ
て
参
る
所
存
で

す
。
皆
さ
ん
の
思
い
と
私
ど
も
の
思
い
は

同
じ
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
格
別
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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【
会　

長
】

　

福
岡
県
町
村
会
長
（
添
田
町
長
） 
山
本
文
男

【
副
会
長
】

　

北
海
道
町
村
会
長
（
乙
部
町
長
） 
寺
島
光
一
郎

　

愛
知
県
町
村
会
長
（
幸
田
町
長
） 
近
藤 

光

　

徳
島
県
町
村
会
長
（
海
陽
町
長
） 
五
軒
家
憲
次

【
監　

事
】

　

東
京
都
町
村
会
長
（
日
の
出
町
長
） 
青
木
國
太
郎

　

福
井
県
町
村
会
長
（
高
浜
町
長
） 
今
井
理
一

　

大
阪
府
町
村
長
会
長
（
熊
取
町
長
） 
上
垣
正
純

　

山
口
県
町
村
会
長
（
和
木
町
長
） 
古
木
哲
夫

【
常
任
理
事
】

　

岩
手
県
町
村
会
長
（
一
戸
町
長
） 
稲
葉　

暉

　

秋
田
県
町
村
会
長
（
井
川
町
長
） 
齋
藤
正 

　

茨
城
県
町
村
会
長
（
阿
見
町
長
） 
川
田
弘
二

　

群
馬
県
町
村
会
長
（
板
倉
町
長
） 
針
ヶ
谷
照
夫

　

富
山
県
町
村
会
長
（
朝
日
町
長
） 
魚
津 

一

　

三
重
県
町
村
会
長
（
大
紀
町
長
） 
柏
木
廣
文

　

奈
良
県
町
村
会
長
（
河
合
町
長
） 
岡
井
康
徳

德龍

　

広
島
県
町
村
会
長
（
安
芸
太
田
町
長
）
佐
々
木
清
蔵

　

香
川
県
町
村
会
長
（
綾
川
町
長
） 
藤
井　

賢

　

宮
崎
県
町
村
会
長
（
綾　
町　
長
） 
前
田　

穰

　

沖
縄
県
町
村
会
長
（
嘉
手
納
町
長
）  
宮
城
篤
実

【
政
務
調
査
委
員
（
行
政
部
会
）】

　

宮
城
県
町
村
会
長
（
美
里
町
長
） 
佐
々
木
功
悦

○
山
形
県
町
村
会
長
（
遊
佐
町
長
） 
小
野
寺
喜
一
郎

　

埼
玉
県
町
村
会
長
（
騎
西
町
長
） 
石
川
三
郎

　

神
奈
川
県
町
村
会
長
（
松
田
町
長
） 
島
村
俊
介

◎
長
野
県
町
村
会
長
（
川
上
村
長
） 
藤
原
忠
彦

　

岐
阜
県
町
村
会
長
（
養
老
町
長
） 
稲
葉
貞
二

　

京
都
府
町
村
会
長
（
井
手
町
長
） 
汐
見
明
男

　

和
歌
山
県
町
村
会
長
（
北
山
村
長
） 
奥
田　

貢

　

鳥
取
県
町
村
会
長
（
岩
美
町
長
） 
榎
本
武
利

　

高
知
県
町
村
会
長
（
津
野
町
長
） 
明
神
健
夫

　

佐
賀
県
町
村
会
長
（
江
北
町
長
） 
田
中
源
一

　

大
分
県
町
村
会
長
（
玖
珠
町
長
） 
小
林
公
明

【
政
務
調
査
委
員
（
財
政
部
会
）】

　

福
島
県
町
村
会
長
（
下
郷
町
長
） 
湯
田
雄
二

○
千
葉
県
町
村
会
長
（
白
子
町
長
） 
林　

和
雄

　

山
梨
県
町
村
会
長
（
小
菅
村
長
） 
廣
瀬
文
夫

　

新
潟
県
町
村
会
長
（
聖
籠
町
長
） 
渡
邊
廣
吉

　

岐
阜
県
町
村
会
長
（
養
老
町
長
） 
稲
葉
貞
二

　

滋
賀
県
町
村
会
長
（
多
賀
町
長
） 
夏
原　

覚

　

島
根
県
町
村
会
長
（
津
和
野
町
長
）  
中
島　

巖

　

高
知
県
町
村
会
長
（
津
野
町
長
） 
明
神
健
夫

　

長
崎
県
町
村
会
長
（
波
佐
見
町
長
）  
一
瀬
政
太

◎
熊
本
県
町
村
会
長
（
嘉
島
町
長
） 
荒
木
泰
臣

【
政
務
調
査
委
員
（
経
済
農
林
部
会
）】

　

青
森
県
町
村
会
長
（
南
部
町
長
） 
工
藤
祐
直

　

栃
木
県
町
村
会
長
（
高
根
沢
町
長
）  
高
橋
克
法

　

石
川
県
町
長
会
長
（
津
幡
町
長
） 
村　

隆
一

　

静
岡
県
町
村
会
長
（
富
士
川
町
長
）  
坪
内
伸
浩

　

兵
庫
県
町
村
会
長
（
神
河
町
長
） 
足
立
理
秋

　

岡
山
県
町
村
会
長
（
吉
備
中
央
町
長
） 
重
森
計
己

◎
愛
媛
県
町
村
会
長
（
松
前
町
長
） 
白
石
勝
也

○
鹿
児
島
県
町
村
会
長
（
さ
つ
ま
町
長
）  
井
上
章
三

（兼）

全
国
町
村
会
役
員
氏
名

政
務
調
査
委
員
の
う
ち
◎
印
は
部
会
長

○
印
は
副
部
会
長
、　

は
兼
務
を
示
す
。

（兼）

(
)

（兼）
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活 動
　

全
国
町
村
会
（
会
長
・
山
本
文
男
福

岡
県
添
田
町
長
）
は
、
７
月　

日
、「
平

２０

成　

年
新
潟
県
中
越
沖
地
震
」
に
関
す

１９
る
緊
急
要
望
を
と
り
ま
と
め
、
内
閣

府
、
総
務
省
、
国
土
交
通
省
は
じ
め
関

係
省
庁
に
要
請
し
た
。

　

同
要
望
は
次
の
と
お
り
。

「
平
成　

年
新
潟
県
中
越
沖
地
震
」

１９

に
関
す
る
緊
急
要
望

　

去
る
７
月　

日
、
新
潟
県
中
越
沖
で

１６

発
生
し
た
「
平
成　

年
新
潟
県
中
越
沖

１９

地
震
」
は
、
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、
負

傷
者
も
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
ま

た
、
家
屋
、
道
路
、
文
教
施
設
等
に
多

大
な
被
害
を
与
え
、
地
域
住
民
の
生
活

や
経
済
活
動
等
に
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し
て
い
る
。

　

被
災
町
村
は
、
県
等
の
支
援
を
得
な

が
ら
、
な
お
断
続
的
に
余
震
が
続
く
不

安
の
中
で
懸
命
な
復
興
作
業
等
を
続
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
財
政
基
盤

が
脆
弱
で
あ
り
、
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
を
図
り
、
地
域
の
存
立
基
盤
を
確

保
す
る
た
め
、
各
般
に
亘
る
支
援
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、国
は
下
記
事
項
に
つ
い
て
、

特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

           
記

１
、
生
活
支
援
対
策
に
つ
い
て

 
 
被
災
者
が
活
力
を
失
う
こ
と
な
く
、

力
強
い
復
興
を
す
る
た
め
、
被
災
者
生

活
再
建
支
援
法
の
適
用
基
準
の
緩
和

等
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

 
 
住
宅
被
害
に
つ
い
て
は
、
被
災
者
生

活
再
建
支
援
法
に
係
る
居
住
安
定
支
援

制
度
を
拡
充
し
、
被
災
者
の
一
日
も
早

い
生
活
再
建
を
支
援
す
る
こ
と
。

２
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
の
早
期
復
旧

に
つ
い
て

　

道
路
、
ガ
ス
、
水
道
を
は
じ
め
と
す

る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
を
早
期
に
復
旧

す
る
こ
と
。

　
３
、
激
甚
災
害
の
早
期
指
定
に
つ
い
て

　
「
平
成　

年
新
潟
県
中
越
沖
地
震
」に

１９

つ
い
て
、
激
甚
災
害
に
早
期
に
指
定
す

る
と
と
も
に
、
災
害
救
助
法
及
び
激
甚

災
害
の
適
用
と
な
ら
な
い
町
村
に
も
、

実
質
的
に
同
等
の
支
援
が
な
さ
れ
る
よ

う
、
現
行
制
度
の
一
層
の
拡
充
を
図
る

こ
と
。

４
、
地
方
交
付
税
、
地
方
債
等
に
よ
る

地
方
負
担
に
対
す
る
財
政
措
置
に
つ
い

て
　

災
害
復
旧
事
業
等
の
実
施
に
は
莫
大

な
費
用
が
見
込
ま
れ
、
被
災
町
村
の
財

政
が
著
し
く
圧
迫
さ
れ
る
の
で
、
町
村

に
対
す
る
財
政
支
援
と
し
て
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
、
そ
の
実
現
を
図
る
こ

と
。

 
 
災
害
救
援
、
災
害
復
旧
等
の
特
別
な

財
政
需
要
に
対
し
、
地
方
交
付
税
の
算

定
に
お
い
て
、
十
分
な
措
置
を
講
じ
る

こ
と
。

 
 
災
害
復
旧
事
業
の
財
源
と
な
る
地

方
債
の
所
要
額
の
確
保
に
支
障
の
な
い

よ
う
対
応
す
る
こ
と
。

５
、
原
子
力
発
電
施
設
の
安
全
確
保
に

つ
い
て

　

震
源
地
の
近
く
に
立
地
す
る
東
京
電

力
柏
崎
・
刈
羽
発
電
所
に
関
し
て
は
、

排
気
か
ら
の
放
射
性
物
質
の
検
出
、
放

射
性
物
質
を
含
む
水
の
流
出
、
消
火
機

能
の
不
備
、
地
盤
沈
下
等
、
耐
震
性
へ

の
懸
念
が
報
道
さ
れ
、
さ
ら
に
、
消
防

法
に
基
づ
く
緊
急
使
用
停
止
命
令
が
出

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
住
民
の
不
安
が
著

し
く
高
ま
っ
て
い
る
。
一
刻
も
早
い
原

因
解
明
と
対
策
を
講
じ
、
住
民
及
び
観

光
客
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
。

新新新新新新新新新新新新新新
潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟
県県県県県県県県県県県県県県
中中中中中中中中中中中中中中
越越越越越越越越越越越越越越
沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖
地地地地地地地地地地地地地地
震震震震震震震震震震震震震震
でででででででででででででで
緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊
急急急急急急急急急急急急急急
要要要要要要要要要要要要要要
望望望望望望望望望望望望望望

新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
緊
急
要
望

 
勇 いさ 
魚 
捕
る
船
や
遠
見
の
大
瀑
布

な

尾
崎
青
磁

　

勇
魚
（
い
さ
な
）
は
鯨
の
こ
と
で
、「
捕

る
船
」
と
表
現
し
て
い
る
の
は
ま
さ
に
文

字
ど
お
り
捕
鯨
船
。
こ
の
句
の
季
語
は

「
滝
」
と
同
じ
意
味
の
「
瀑
布
」
で
夏
。
作

者
は
捕
鯨
船
を
洋
上
で
見
送
る
気
持
ち
で

眺
め
て
い
て
、
視
野
の
中
の
は
る
か
彼
方

に
那
智
の
滝
を
見
た
の
で
は
な
い
か
と
勝

手
に
想
像
す
る
。洋
上
か
ら
の
「
遠
見
の
大

瀑
布
」に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
感
じ
る
。

火
傷
負
い
し
秘
仏
が
在
わ
す 
海 かい 
紅 こう 
豆 ず

丸
山
た
だ
し

　

季
語
の
「
海
紅
豆
」
は
別
名
「
梯
梧

（
で
い
ご
）」
と
い
う
ブ
ラ
ジ
ル
原
産
の
落

葉
樹
で
、
沖
縄
県
の
県
花
で
も
あ
る
。
盛

夏
に
真
紅
の
蝶
に
似
た
花
が
咲
き
、
火
焔

に
も
喩
え
ら
れ
る
。
沖
縄
と
関
連
づ
け
る

と
「
秘
仏
」
の
「
火
傷
」
は
戦
火
に
よ
る

も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
単
な
る
キ
ズ

を
「
海
紅
豆
」
の
色
に
重
ね
「
火
傷
」
と

表
現
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
ず
、
そ
の
ど
ち

ら
か
は
定
か
で
な
い
。

 
斑 はん 
猫 
の
裏
を
か
き
た
る
遠
ま
わ
り

み
ょ
う

池　

禎
章

　

季
語
の
「
斑
猫
」
は
別
名
「
道
お
し
え
」

と
も
い
う
小
さ
な
虫
で
、
夕
方
の
散
歩
な

ど
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
と
き
に
目
の
前
で
ホ
バ

リ
ン
グ
し
て
空
中
静
止
、
こ
ち
ら
が
気
づ

く
と
「
道
案
内
で
す
」
と
ば
か
り
に
先
の

ほ
う
へ
飛
ん
で
行
き
、
振
り
返
る
よ
う
に

止
ま
る
。
小
さ
な
虫
の
動
き
に
も
目
を
と

め
た
俳
句
な
ら
で
は
の
ジ
ョ
ー
ク
と
も
と

れ
る
軽
味
の
あ
る
一
句
で
あ
る
。
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政 策

◆
行
政
機
関
一
体
と
な
っ
た
推
進

が
必
要

　

同
研
究
会
は
月
尾
氏
ら
計
７
名
の
有

識
者
が
委
員
を
、
関
係
省
庁
が
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
を
務
め
る
。
今
年
４
月　

日
１８

に
初
会
合
を
開
催
、
計
３
回
の
会
合
を

重
ね
て
き
た
。

　

報
告
書
は
、
暮
ら
し
の
複
線
化
に
向

け
た
関
係
府
省
や
地
方
自
治
体
、
関
係

団
体
の
取
組
を
紹
介
し
た
上
で
、
こ
れ

ら
の
取
組
み
が
充
実
さ
れ
て
き
て
い
る

一
方
で
「
課
題
と
な
っ
て
い
る
事
項
」

を
指
摘
。
具
体
的
に
は
、
関
係
府
省
や

自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
効
果
を
一

層
発
揮
す
る
た
め
に
は
自
治
体
や
関
係

府
省
の
連
携
を
強
化
し
、
各
行
政
機
関

が
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
近
年
、
地

域
の
概
要
や
就
業
、
住
ま
い
に
関
す
る

情
報
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
か
ら
入

手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
移
住
に

至
る
ま
で
の
各
プ
ロ
セ
ス
に
応
じ
た
多

様
な
情
報
を
希
望
者
に
と
っ
て
わ
か
り

や
す
い
形
で
提
供
で
き
て
い
な
い
と
指

摘
し
た
。

　

ま
た
、
暮
ら
し
の
複
線
化
を
行
う
に

当
た
っ
て
は
地
域
で
職
に
就
く
な
ど
活

動
の
場
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ

が
、
必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
な
い
と

指
摘
す
る
と
と
も
に
、
暮
ら
し
の
複
線

化
を
行
っ
て
い
る
者
が
持
つ
専
門
的
能

力
を
地
域
で
活
か
そ
う
と
し
て
も
、
地

域
が
求
め
る
人
材
情
報
が
な
い
た
め
活

用
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
。
こ
の
ほ

か
、「
横
断
的
な
課
題
」
と
し
て
、
①
二

地
域
居
住
者
は
住
民
登
録
を
し
て
い
な

い
自
治
体
か
ら
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
が
、
住
民
登
録
を
し
て
い
な

い
自
治
体
に
と
っ
て
は
こ
れ
ら
の
者
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
見
合
う
負
担
が
十
分

で
な
い
場
合
が
あ
る
②
空
き
家
等
が
暮

ら
し
の
複
線
化
の
受
け
皿
と
し
て
有
効

に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
③
希
望
者
側
と

受
入
れ
側
の
直
接
の
引
き
合
わ
せ
が
不

十
分
④
移
動
費
の
負
担
⑤
時
間
の
ゆ
と

り
の
確
保
―
も
挙
げ
た
。

◆
窓
口
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な

ど
推
進
方
策
提
示

　

こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
報
告
書

は
、
暮
ら
し
の
複
線
化
を
推
進
す
る
た

め
の
方
策
を
提
示
し
た
。
具
体
的
に

は
、
各
府
省
で
講
じ
ら
れ
て
い
る
施
策

は
既
に
連
携
が
と
ら
れ
て
い
る
も
の
も

あ
る
が
、
な
お
不
十
分
だ
と
し
、
効
果

を
一
層
発
揮
す
る
た
め
、
国
家
的
戦
略

と
し
て
関
係
機
関
が
連
携
し
、
政
府
と

し
て
の
一
体
的
な
取
組
み
を
推
進
す
る

と
し
た
。

　

ま
た
、
暮
ら
し
の
複
線
化
に
関
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
数
多
く
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
効
率
的
に
情
報
収
集
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
具
体
的
か
つ
分
か

り
や
す
い
形
で
情
報
を
提
供
す
る
必
要

が
あ
る
と
指
摘
。
こ
の
た
め
、
既
存
の

情
報
サ
イ
ト
を
活
か
し
つ
つ
、
必
要
な

情
報
が
得
ら
れ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
容

易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、
関
係
す

る
情
報
サ
イ
ト
が
網
羅
さ
れ
た
窓
口
と

な
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
こ
と

も
盛
り
込
ん
だ
。

　

さ
ら
に
、
暮
ら
し
の
複
線
化
が
社
会

全
体
に
広
が
る
た
め
に
は
民
間
主
導
で

政府一体の取組みへ政府一体の取組みへ
　　　　「関係府省会議関係府省会議」を設置を設置
政府一体の取組みへ
　　「関係府省会議」を設置

「暮らしの複線化研究会」が報告書

　

山
本
有
二
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
担
当
相
の
私
的
研
究
会
と
し
て
設
置
さ
れ

た
「
暮
ら
し
の
複
線
化
研
究
会
」（
座
長
・
月
尾
嘉
男
東
京
大
学
名
誉
教

授
）
は
こ
の
ほ
ど
、
都
市
住
民
の
地
方
へ
の
中
・
長
期
滞
在
や
、
大
都

市
と
地
方
と
の
二
地
域
居
住
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
「
暮
ら
し
の
複
線

化
」
を
促
進
す
る
た
め
の
課
題
や
方
策
を
盛
り
込
ん
だ
報
告
書
を
ま
と

め
た
。
暮
ら
し
の
複
線
化
が
地
方
に
お
け
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
も
た

ら
し
、
地
方
の
過
疎
・
都
市
の
過
密
と
い
う
人
口
分
布
の
ゆ
が
み
の
解

消
や
、
地
域
の
活
性
化
に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
の
基
本

認
識
の
下
、
暮
ら
し
の
複
線
化
を
進
め
る
上
で
の
課
題
と
推
進
方
策
を

検
討
し
て
き
た
も
の
。
当
面
の
取
組
と
し
て
、
政
府
一
体
と
な
っ
た
取

組
の
た
め
、
政
府
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
会
議
の
も
と
に
関
係
府
省
に

よ
る
会
議
を
設
置
す
る
こ
と
や
、
既
存
の
暮
ら
し
の
複
線
化
に
関
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
網
羅
さ
れ
た
窓
口
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
こ
と

な
ど
を
打
ち
出
し
た
。
政
府
は
い
ず
れ
も
秋
ご
ろ
設
置
、
開
設
す
る
考

え
だ
。
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取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
指

摘
。
具
体
的
に
は
、
受
入
れ
側
で
あ
る

地
域
社
会
に
利
益
を
も
た
ら
す
行
為
で

あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
民
間
事
業
者
が

競
争
原
理
の
も
と
で
、
個
々
の
自
治
体

と
直
接
的
な
連
携
を
強
化
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重

要
と
し
た
。
な
お
、
当
面
は
、
民
間
主

導
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
る

よ
う
、
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、

行
政
に
お
い
て
①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
地
域
全
体
の
受
け
皿
づ

く
り
に
向
け
た
調
整
②
民
間
と
協
働
し

た
実
証
実
験
等
、
誘
導
的
な
支
援
―
な

ど
を
講
じ
る
こ
と
も
必
要
と
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
二
地
域
居
住
者
の
居
住

先
自
治
体
へ
の
負
担
を
適
正
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
二
地
域
居
住
を
行
う
者
の

居
住
先
自
治
体
へ
の
関
心
や
、
自
治
体

の
二
地
域
居
住
に
対
す
る
受
入
れ
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
の
高
ま
り
が
期
待
で
き
る

と
指
摘
。
こ
の
た
め
、「
二
地
域
居
住

を
行
う
場
合
の
住
民
税
等
の
地
方
税
負

担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

る
」と
し
た
。
ま
た
、

移
動
費
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
効
果
を
検

証
し
つ
つ
関
係
者
の

間
で
検
討
を
進
め
る

と
し
、
検
討
に
当

た
っ
て
は
実
際
に
運

賃
を
設
定
す
る
者
が

民
間
事
業
者
で
あ
る

こ
と
に
留
意
す
る
と

と
も
に
、
地
元
自
治

体
と
の
連
携
に
つ
い

て
も
視
野
に
入
れ
る

必
要
が
あ
る
と
し

た
。

　

さ
ら
に
報
告
書

は
、「
推
進
の
た
め

の
方
策
」を
踏
ま
え
、

関
係
府
省
や
自
治

体
、
民
間
事
業
者
等

の
連
携
の
も
と
、
当

面
の
取
組
み
と
し
て
着
手
す
る
事
項
を

提
示
。
政
府
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
会

議
の
下
に
、
関
係
府
省
に
よ
る
会
議
を

設
置
し
、
暮
ら
し
の
複
線
化
に
関
す
る

施
策
に
つ
い
て
政
府
が
一
体
と
な
っ
て

進
め
る
こ
と
や
、
既
存
の
暮
ら
し
の
複

線
化
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
か

し
つ
つ
、
希
望
す
る
者
の
目
線
に
立
っ

て
具
体
的
に
分
か
り
や
す
い
形
で
情
報

提
供
で
き
る
よ
う
、
関
連
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
網
羅
さ
れ
た
窓
口
と
な
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
こ
と
を
盛

り
込
ん
だ
。

　

ま
た
、
各
府
省
に
お
い
て
、
必
要
と

な
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
８
年

度
予
算
要
求
や
税
制
改
正
要
望
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
制
度
改

正
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
と
し
た
。
さ
ら
に
、
研
究
会
は
今
後

も
政
府
の
取
組
み
に
つ
い
て
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
関
係
府

省
に
対
し
て
適
宜
助
言
を
行
う
こ
と
と

す
る
と
し
て
い
る
。

※
報
告
書
で
紹
介
さ
れ
た
暮
ら
し
の
複

線
化
に
向
け
た
政
府
等
の
こ
れ
ま
で
の

主
な
取
組
み
次
の
と
お
り
。

　

▽
総
務
省
＝
２
０
０
７
年
度
か
ら
新

た
に
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
を
受
け
入
れ
る

た
め
の
空
き
家
改
修
に
助
成
▽
農
水
省

＝　

年
度
か
ら
農
山
漁
村
に
お
け
る
市

０７
民
農
園
等
の
施
設
整
備
を
新
た
に
支
援

▽
国
交
省
＝　

年
度
に
二
地
域
居
住
者

０７

の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
情
報
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
の
た
め
の
検
討
を
実
施
▽

北
海
道
＝
交
流
・
定
住
促
進
に
意
欲
あ

る
市
町
村
（
２
０
０
７
年
４
月
現
在
で

　

市
町
村
）
に
よ
る
北
海
道
移
住
促
進

６９協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
北
海
道
で
の

生
活
を
体
験
し
て
も
ら
う
「
ち
ょ
っ
と

暮
ら
し
」を
開
始
。　

年
度
か
ら
は「
住

０７

ん
で
み
た
い
北
海
道
」
推
進
会
議
が
本

格
ス
タ
ー
ト
し
、
自
治
体
に
加
え
企

業
・
団
体
等
も
参
画
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
移
住
交
流
の
促
進
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
創
出
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
▽
和

歌
山
県
＝　

年
度
か
ら
、
団
塊
世
代
の

０６

都
市
住
民
に
和
歌
山
で
の
田
舎
暮
ら
し

と
い
う
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提

案
・
誘
導
す
る
こ
と
で
農
山
村
地
域
へ

の
人
材
誘
致
や
地
域
活
性
化
を
推
進
▽

島
根
県
江
津
市
＝
過
疎
化
・
高
齢
化
に

よ
り
増
え
続
け
る
空
き
家
を
活
用
し
定

住
や
交
流
を
促
進
。
具
体
的
に
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
江
津
市
、
不
動
産
・
建
設
業
者
、

地
域
住
民
か
ら
な
る
移
住
・
交
流
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
不
動
産
紹
介
や
交

流
・
滞
在
・
定
住
に
関
す
る
相
談
を
行

う
と
と
も
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ

た
定
住
支
援
や
空
き
家
リ
ー
ス
に
よ
る

滞
在
支
援
を
実
施
。
ま
た　

年
度
以

０７

降
、
農
繁
期
の
農
林
水
産
業
の
求
人
情

報
と
、
売
買
・
賃
貸
が
可
能
な
空
き
家

等
に
関
す
る
情
報
を
併
せ
て
提
供
す
る

仕
組
み
を
作
る
。

「暮らしの複線化」のイメージ
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１
、
中
山
間
地
域
の
位
置
づ
け

（
１
）「
中
小
都
市
と
中
山
間
地
域
等
を

含
む
農
山
漁
村
等
の
豊
か
な
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
地
域
」
を
「
共
生
居
住
地

域
」
と
呼
称
し
、
多
自
然
と
人
間
活
動

の
共
生
と
い
う
積
極
的
な
行
動
が
展
開

す
る
一
体
的
な
圏
域
と
し
て
位
置
づ
け

る
。

（
２
）
地
方
中
小
都
市
、（
平
地
）
農
村

地
域
、
中
山
間
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
方

向
性
と
役
割
を
明
確
に
し
、
特
に
中
山

間
地
域
に
つ
い
て
は
、
①
条
件
不
利
地

域
と
し
て
の
位
置
づ
け
、
及
び
②
地
域

再
生
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
位
置

づ
け
を
一
層
明
確
化
し
、
対
応
策
を
積

極
的
に
論
ず
る
。
ま
た
地
方
中
小
都
市

に
つ
い
て
も
、
圏
域
の
中
心
都
市
と
し

て
の
重
要
性
に
鑑
み
積
極
的
に
位
置
づ

け
る
。

２
、「
新
た
な
公
」
に
よ
る
地
域
づ
く
り

（
１
）農
村
の
ガ
ヴ
ァ
メ
ン
ト（
統
治
）か

ら
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
（
協
治
）
へ
の
移
行

を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
の
大
合
併
前

の
市
町
村
範
囲
で
、
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

行
政
等
異
種
セ
ク
タ
ー
間
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
新
た
な

地
域
経
営
主
体
を
構
築
す
る
。
こ
れ
に

関
連
し
て
、
国
の
総
合
的
な
予
算
執
行

制
度
の
整
備
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

束
ね
役
と
し
て
の
地
方
公
共
団
体
の
新

た
な
役
割
な
ど
を
明
確
化
す
る
。

（
２
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
で
も
、

昭
和
の
合
併
時
の
旧
村
の
範
囲
（
小
学

校
区
単
位
）
な
ど
で
の
新
た
な
地
域
経

営
主
体
を
「
社
会
的
企
業
」
と
し
て
創

出
す
る
。

３
、
地
域
再
生
へ
の
具
体
的
プ
ロ
セ
ス

（
１
）当
事
者
自
ら
が
ま
ず
現
状
に
向
き

合
い
、
解
決
に
向
け
て
一
歩
を
踏
み
出

す
原
動
力
を
呼
び
起
こ
す
仕
組
み
づ
く

り
の
重
要
性
を
明
確
に
し
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
段
階
的
な
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
と
し
て
、
①
地
域
住
民
が
客
観
的
な

視
点
を
受
け
入
れ
、
現
状
の
問
題
点
を

共
有
で
き
る
「
気
づ
き
」
の
き
っ
か
け

づ
く
り
、
②
周
囲
の
知
恵
を
取
り
入

れ
、
自
ら
の
地
域
に
有
効
な
方
策
を
議

論
し
新
た
な
発
想
に
つ
な
げ
る
「
学
び

あ
う
関
係
」
づ
く
り
、
③
将
来
の
地
域

像
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
話
し
合
い
を

進
め
る
「
夢
を
語
る
ビ
ジ
ョ
ン
」
づ
く

り
、
の
よ
う
な
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
を

示
唆
す
る
。

（
２
）現
場
の
人
々
が
様
々
な
試
み
を
具

体
化
で
き
る
よ
う
長
期
的
な
視
野
に

立
っ
た
能
力
構
築
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）
へ
の
支
援
の
必
要
性

を
強
調
す
る
。

４
、
都
市
農
村
交
流

（
１
）地
域
間
交
流
と
は
別
の
も
の
と
し

て
、
農
村
地
域
・
農
村
社
会
と
都
市
住

民
個
人
と
の
間
の
関
係
で
成
り
立
つ

「
都
市
農
村
交
流
」
の
重
要
性
及
び
農

村
・
都
市
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
対
応
策

中
山
間
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

限
界
集
落
の
再
生
、支
援
な
ど
を
提
言

「
中
山
間
地
域
の
再
生
に
向
け
て

－

国
土
形
成
計
画
へ
の
提
言

－

」（
要
約
）

　

現
在
、
国
土
審
議
会
で
国
土
形
成
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討
が
行

わ
れ
て
い
る
。
中
山
間
地
域
の
再
生
を
願
い
行
動
す
る
「
中
山
間
地
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
こ
の
国
土
形
成
計
画
に
つ
い
て
、　

世
紀
の
都

21

市
と
農
村
・
中
山
間
地
域
の
関
係
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
重
要
な
も
の
と
し

て
強
い
関
心
を
持
ち
、
全
国
の
中
山
間
地
域
の
方
々
か
ら
の
意
見
募
集

を
は
じ
め
、
集
中
的
な
検
討
を
行
な
い
、
提
言
書
を
今
年
３
月
、
国
土

交
通
省
へ
提
出
し
た
。

　

そ
の
後
４
月
に
公
表
さ
れ
た
「
国
土
形
成
計
画
（
全
国
計
画
）
に
関

す
る
報
告
（
素
案
）」
で
は
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
提
言
も
あ
る
程
度
反
映

さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
一
層
の
改
善
を
要
す
る
論
点
も
数
多
く
残
さ
れ

て
い
る
と
し
て
、
こ
の
た
び
「
中
山
間
地
域
の
再
生
に
向
け
て
―
国
土

形
成
計
画
へ
の
提
言
―
」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
提
言

の
要
約
を
紹
介
す
る
。

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
本
提
言
が
全
国
計
画
の
最
終
的
な
姿
に
反
映

さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
今
後
本
格
的
な
検
討
が
進
む
広
域
地
方
計
画
の
策

定
に
も
活
用
さ
れ
る
と
同
時
に
、
こ
の
提
言
を
契
機
と
し
て
、
中
山
間

地
域
の
現
場
か
ら
も
意
見
が
数
多
く
提
出
さ
れ
、
広
く
活
発
な
国
民
的

な
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
い
る
。

h
ttp
://

　

な
お
、
提
言
の
全
文
は
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
   
   

w
w
w
.c
h
u
sa
n
ka
n
-f.n
e
t/

 
 
 
  
 
 
  
 
  
 
    
 
  
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。



（第三種郵便物認可） 第２６１０号平成１９年８月６日９ 町 村 週 報

活 動

を
明
確
に
す
る
。

（
２
）都
市
農
村
交
流
の
受
け
皿
と
な
る

農
村
側
の
対
策
と
し
て
は
、
地
域
資
源

へ
の�
気
づ
き�
や
地
域
内
の
連
携
な

ど
の
「
地
域
づ
く
り
」
が
不
可
欠
で
あ

り
、
支
援
制
度
を
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。

（
３
）
都
市
農
村
交
流
の
意
義
と
し
て
、

既
述
さ
れ
て
い
る
人
材
蓄
積
や
資
金
・

知
恵
の
移
動
に
加
え
て
、
①
農
林
漁
業

振
興
の
可
能
性
、
②
新
た
な
農
村
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
可
能
性
、
③
都
市

住
民
と
農
村
側
と
の
相
互
理
解
の
場
の

提
供
、
を
明
確
に
す
る
。

５
、
限
界
集
落

（
１
）限
界
集
落
を
抱
え
る
地
域
の
再
生

な
い
し
は
再
編
成
に
つ
い
て
、
地
縁
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
礎
と
す
る
自
治
組

織
を
設
置
し
、
十
分
な
合
意
形
成
を
図

り
な
が
ら
行
う
仕
組
み
作
り
を
推
進
す

る
。

（
２
）地
域
資
源
に
関
す
る
施
策
の
方
向

と
し
て
、
①
林
地
、
農
地
な
ど
地
域
資

源
の
状
況
把
握
（
管
理
状
態
、
所
有
者

と
境
界
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
の

再
評
価
）
を
行
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は

撤
退
（
粗
放
的
空
間
管
理
、
自
然
に
返

す
）
の
シ
ナ
リ
オ
を
含
む
資
源
管
理
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
、
②
地
域
資
源
を

利
活
用
し
、
住
民
自
ら
が
主
体
的
に
地

域
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
計
画
作
り
を

推
進
す
る
こ
と
、
③
暮
ら
し
を
支
え
て

き
た
地
域
資
源
の
利
活
用
に
関
す
る
知

識
、
知
恵
、
技
術
を
人
や
メ
デ
ィ
ア
に

蓄
積
し
て
い
く
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
具
体

オリンピック競技大会の東京招致を決議オリンピック競技大会の東京招致を決議
全　国　町　村　会

　全国町村会（会長・山本文男福岡県添田町長）は、７月26日理

事会を開催し、「第31回オリンピック競技大会の東京招致を支援

する決議」を決定、関係方面に要請した。
　

▼第３１回オリンピック競技大会の東京招致を支援する決議

▼

　我が国ではこれまで、１９６４年の第１８回オリンピック東京大会をはじ

め、１９７２年の第１１回冬季オリンピック札幌大会、１９９８年の第１８回冬季

オリンピック長野大会を開催し、世界中の人々に多くの感動と喜びを

与えてきた。

　そして今、２１世紀を迎え、再び東京がオリンピックを開催すること

を目指している。

　オリンピックは、世界中のトップアスリートが集う、喜びと希望に

満ちたスポーツの祭典であり、世界平和を願う人類の祭典である。

この場を通じ、我が国が戦後６０年以上にわたって貫いてきた世界平和

を希求する強い意思を世界にアピールし、数多くの問題を乗り越えて

発展してきた姿を示すことは、改めて世界の平和と発展に貢献するこ

とになる。

　また、アスリートたちに最高の自己表現の場を提供することで、未

来を担う子どもたちに新たな感動を与え、夢と希望を育む絶好の機会

となる。

　よって、全国町村会は、２０１６年オリンピック大会の東京開催を心か

ら希望するとともに、東京都の招致活動を全面的に支援、協力するも

のである。

　以上、決議する。

化
す
る
こ
と
、
を
提
示
す
る
。

６
、
総
括
―
内
発
的
発
展
と
政
策
―

（
１
）
地
域
の
技
術
、
産
業
、
文
化
を
土

台
と
し
た
、
よ
り
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
な

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
地
域
の

人
々
が
学
習
を
通
じ
て
地
域
の
現
状
か

ら
再
生
へ
の
展
望
を
と
ら
え
て
い
く
と

い
う
「
気
づ
き
」
を
導
く
施
策
の
重
要

性
に
つ
い
て
強
調
す
る
。

（
２
）
人
口
が
少
な
い
中
山
間
地
域
で

は
、
担
い
手
の
選
別
政
策
は
避
け
、
可

能
な
限
り
住
民
の
総
参
加
の
方
向
を
め

ざ
す
こ
と
、
住
民
や
地
域
の
諸
組
織
間

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要
で
あ
る

こ
と
、
そ
の
際
地
方
公
共
団
体
（
特
に

市
町
村
）
が
ま
と
め
の
要
に
位
置
す
る

こ
と
を
明
確
に
す
る
。

（
３
）
地
域
づ
く
り
に
は
、
地
域
と
住
民

の
能
力
構
築
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
）が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、

自
立
の
み
を
強
調
せ
ず
に
、
自
立
と
支

援
と
を
セ
ッ
ト
で
提
起
す
る
。
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建
物
災
害
共
済
事
業

　

建
物
災
害
共
済
事
業
は
、
町
村
の
所
有
す

る
建
物
等
が
火
災
や
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て

生
じ
た
損
害
を
相
互
救
済
す
る
た
め
に
、
昭

和
二
十
三
年
四
月
よ
り
地
方
自
治
法
第
二
六

三
条
の
二
（
相
互
救
済
事
業
経
営
の
委
託
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
財
団
法
人
全
国
自
治
協

会
が
受
託
事
業
と
し
て
実
施
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
な

ら
び
に
各
都
道
府
県
支
部
（
町
村
会
）
の
多

大
な
協
力
を
得
て
事
業
基
盤
は
順
調
に
推
移

し
て
い
た
が
、
市
町
村
合
併
の
影
響
に
よ
り

委
託
団
体
の
減
少
に
伴
い
分
担
金
収
入
は
減

収
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
制
度
内
容
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
共

済
委
託
団
体
の
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
り
、

共
済
委
託
物
件
の
継
続
加
入
推
進
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

平
成
十
八
年
度
の
収
支
状
況
は
、
収
入
額

一
○
○
億
ニ
、
五
五
一
万
余
円
（
運
営
準
備

積
立
金
戻
入
を
除
く
、
前
年
度
比
七
・
八
％

減
）、
支
出
額
一
一
五
億
四
、
二
五
九
万
余
円

（
前
年
度
比
六
・
一
％
減
）
で
収
支
差
引
額

は
一
五
億
一
、
七
○
八
万
余
円
の
欠
損
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
「
平
成
十
八
年
豪
雪
」
に

よ
り
、
高
額
な
罹
災
及
び
共
済
金
の
支
払
い

件
数
が
多
か
っ
た
た
め
で
、
収
支
欠
損
金
額

は
規
約
に
基
づ
き
、
運
営
準
備
積
立
金
の
取

崩
し
に
よ
り
対
処
し
た
。

　

平
成
十
八
年
度
の
受
託
及
び
罹
災
状
況
等

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

　

平
成
十
八
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
１
）

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

受
託
件
数
は
三
六
四
、
四
九
七
件
で
、
前

年
度
比
三
三
、
八
六
二
件
（
八
・
五
％
）
の

減
と
な
っ
た
。
ま
た
共
済
責
任
額
は
前
年
度

比
三
兆
一
、
六
九
五
億
余
円
（
九
・
二
％
）

減
の
三
一
兆
三
、
八
九
四
億
余
円
と
な
っ

た
。
収
入
分
担
金
は
六
○
億
九
、
九
○
○
万

余
円
で
前
年
度
実
績
七
一
億
三
九
四
万
余
円

に
比
べ
一
○
億
四
九
三
万
余
円
（
一
四
・
一

％
）
の
減
と
な
っ
た
。

２
、
罹
災
状
況

　

平
成
十
八
年
度
の
罹
災
状
況
は
表
（
２
）

に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
建
物
共
済
に
お
け

る
罹
災
件
数
は
七
、
七
二
三
件
で
、
前
年
度

よ
り
四
八
○
件
（
六
・
六
％
）
の
増
と
な
り
、

支
払
共
済
金
に
お
い
て
は
、
前
年
度
よ
り
三

億
九
、
三
二
八
万
余
円
（
八
・
六
％
）
増
の

四
九
億
四
、
一
八
三
万
余
円
と
な
っ
た
。
こ

れ
は
「
平
成
十
八
年
豪
雪
」
に
よ
り
、
高
額

な
罹
災
及
び
共
済
金
の
支
払
い
件
数
が
多

か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
収
入
分
担
金

六
○
億
九
、
九
○
○
万
余
円
に
対
す
る
損
害

率
は
八
一
・
〇
％
で
あ
る
。

３
、
用
途
別
罹
災
状
況

　

用
途
別
の
罹
災
状
況
は
表（
３
）の
と
お
り

で
あ
る
。
罹
災
件
数
は
学
校
施
設
・
体
育
施

設
の
順
に
お
い
て
多
い
が
、
支
払
共
済
金
及

び
用
途
別
の
損
害
率
に
お
い
て
は
環
境
衛
生

施
設
・
体
育
関
係
の
施
設
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

４
、
災
害
見
舞
金

　

災
害
見
舞
金
は
自
然
災
害
（
地
震
・
噴
火
・

津
波
に
よ
る
損
害
）に
対
し
て
給
付
す
る
が
、

平
成
十
八
年
度
に
お
い
て
は
表
（
４
）
の
と

お
り
で
あ
る
。

　

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
は
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
の
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
公
有
物
件
（
建
物
・

自
動
車
）
の
災
害
共
済
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
十
九
年
七
月
五
日
開
催
の
評
議
員
会
の
同
意
を
得
、
同
日
の
理

事
会
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
度
事
業
概
要
及
び
決
算
に
つ
い
て
認
定
を
得
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
報

告
す
る
。
町
村
週
報
へ
の
掲
載
は
、
公
有
物
件
災
害
共
済
規
約
の
『
地
方
自
治
法
同
条
第
二
項
に
定
め
る
通
知
お
よ

び
公
示
は
全
国
町
村
会
が
発
行
す
る
「
町
村
週
報
」
に
掲
載
し
て
、
こ
れ
を
行
う
』
と
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会

公
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平　
　

成

十
八
年
度

増減率比較増減平成17年度平成18年度区　　　分

△8.5％△33,862件398,359件364,497件件 数

△9.2％△3,169,562,953千円34,559,046,785千円31,389,483,832千円共 済 責 任 額

△14.1％△1,004,937,318円7,103,941,058円6,099,003,740円収 入 分 担 金

表 　建物共済受託実績

増減率比較増減平成17年度平成18年度区　　　分

6.6％480件7,243件7,723件件 数

8.6％393,289,556円4,548,544,273円4,941,833,829円支 払 共 済 金

――17.0％64.0％81.0％損 害 率

表 　建物共済罹災状況

損　害　率支　払　共　済　金件　　　数用　途　別

10.9％（  45．3％）666,515,190円（ 13．5％）1,533件 （ 19．8％）学 校 関 係

建　

物　

共　

済

6.0　（  95．7％）364,106,281　（   7．3％）662 　（   8．6％）役 場 庁 舎

0.7　（  18．9％）42,861,385　（   0．9％）125    （   1．6％）医 療 施 設

6.5　（  78．2％）398,875,447   （   8．1％）591    （   7．7％）住 宅

9.0　（  58．1％）546,607,845  （  11．1％）944　（  12．2％）社会文化施設

4.0　（  43．1％）245,950,955  （    5．0％）591    （　7．7％）福 祉 関 係

13.3　（  95．6％）811,284,820  （  16．4％）1,302    （  16．9％）体 育 関 係

17.5   （165．1％）1,069,654,263  （  21．6％）1,023    （  13．2％）環境衛生施設

13.1   （161．3％）795,977,643  （  16．1％）952    （  12．3％）そ の 他

81.0  　　――   4,941,833,829　（100．0％）7,723    （100．0％）合 計

表 　建物共済用途別罹災状況

（注）損害率は総分担金収入に対する用途別の損害率であり、( 　）は各用途別区分収入に対する
用途別の損害率である。

比較増減平成１７年度平成１８年度区　　　　　　　分

△2件7件5件件 数

△10,827,475円12,777,327円1,949,852円災害見舞金給付額

△15,486,813円17,603,311円2,116,498円未 払 費 用

△26,314,288円30,380,638円4,066,350円合 計

表 　建物共済災害見舞金給付状況

本年度末貸付残額償還済額貸付額貸付件数貸 付 年 度

740,988,000円3,718,012,000円4,459,000千円256件平成1 2年度

1,390,484,000　2,847,616,000   4,238,100　　260　平成1 3年度

2,106,336,000　2,220,464,000   4,326,800　　261　平成1 4年度

2,251,000,000　1,143,000,000   3,394,000　　241　平成1 5年度

2,735,306,000　625,194,000　3,360,500　　211　平成1 6年度

2,231,000,000　65,700,000　2,296,700　　133　平成1 7年度

1,950,800,000　0　1,950,800　　117　平成1 8年度

13,405,914,000　10,619,986,000   24,025,900　　1,479　合　　　　計

表 　消防設備資金融資

（注）平成18年度の貸付条件は次のとおりである。
1．償還期限は資金を借受けた翌年度から7年以内。
2．貸付利率は貸付期日により異なり、1月10日貸付分が1.3％、3月1日貸付分が1.3％、3月
26日貸付分が1.3％である。

(注)△印は減を示す。

（注）1．△印は減を示す。
2．平成18年度災害見舞金給付状況は、平成15年度以前の自然災害分1,949,852円及び平成
18年度自然災害分2,116,498円の合計額。ただし、平成19年3月25日発生の能登半島地震
については、被害額が未確定のため未計上とする。
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５
、
諸
積
立
金

　

平
成
十
八
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金

（
財
産
収
入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備

積
立
金
（
事
業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は

四
二
九
億
二
、
五
○
一
万
余
円
と
な
り
、
そ

の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金
二
九
三
億
四
、
八

五
五
万
余
円
、
運
営
準
備
積
立
金
一
三
五
億

七
、
六
四
五
万
余
円
で
あ
る
。

６
、
消
防
設
備
資
金
融
資

　

共
済
事
業
委
託
町
村
等
に
対
す
る
還
元
融

資
と
し
て
の
消
防
設
備
資
金
の
貸
付
状
況

は
、
表
（
５
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

自
動
車
損
害
共
済
事
業

　

自
動
車
損
害
共
済
事
業
は
、
町
村
が
管

理
、
使
用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
生
じ
た
損

害
及
び
自
動
車
に
よ
っ
て
生
じ
た
共
済
委
託

町
村
が
被
る
法
律
上
の
損
害
賠
償
額
を
相
互

に
救
済
す
る
た
め
、
建
物
災
害
共
済
事
業
と

同
様
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
（
相

互
救
済
事
業
経
営
の
委
託
）
の
規
定
に
よ
る

共
済
事
業
と
し
て
、
昭
和
三
十
三
年
十
月
に

発
足
し
た
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
な
ら

び
に
各
都
道
府
県
支
部
（
町
村
会
）
の
多
大

な
協
力
を
得
て
事
業
基
盤
は
順
調
に
推
移
し

て
い
た
が
、
市
町
村
合
併
の
影
響
に
よ
り
委

託
団
体
の
減
少
に
伴
い
分
担
金
収
入
は
減
収

し
た
。

　

こ
の
た
め
、
事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
制
度
内
容
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

事
故
に
よ
っ
て
生
じ
る
事
故
処
理
に
つ
い
て

は
査
定
専
門
員
を
配
置
し
、
査
定
体
制
の
強

化
を
図
り
早
期
か
つ
適
正
な
解
決
に
努
め
て

い
る
。

　

平
成
十
八
年
度
の
収
支
状
況
は
、
収
入
合

計
額
四
二
億
三
九
二
万
余
円
（
前
年
度
比
一

三
・
一
％
減
）、
支
出
額
四
一
億
七
、
六
七

三
万
余
円
（
前
年
度
比
一
二
・
二
％
減
）
で

差
引
き
二
、
七
一
九
万
余
円
の
剰
余
金
と

な
っ
た
。
こ
の
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
規
約

に
基
づ
き
、
運
営
準
備
積
立
金
に
繰
入
れ

た
。

　

平
成
十
八
年
度
の
受
託
及
び
損
害
状
況
等

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

　

平
成
十
八
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
７
）

の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
共
済
基
金
分
担
金
収

入
総
額
は
、
二
九
億
七
六
四
万
余
円
で
、
前

年
度
実
績
に
比
し
、
三
億
六
、
六
六
八
万
余

円
（
一
一
・
二
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

　

共
済
種
別
毎
の
受
託
状
況
で
は
、
車
両
共

済
に
お
い
て
は
、
一
一
九
、
四
一
六
台
で
前

年
度
比
一
七
、
二
一
三
台
（
一
二
・
六
％
）

の
減
、
収
入
分
担
金
一
三
億
四
、
○
○
○
万

余
円
で
、
前
年
度
比
一
億
七
、
九
九
三
万
余

円
（
一
一
・
八
％
）
の
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、

賠
償
共
済
に
お
い
て
は
対
物
賠
償
共
済
一
二

三
、
八
五
四
台
で
前
年
度
比
一
七
、
二
三
九

台
（
一
二
・
二
％
）、
対
人
賠
償
共
済
一
二
三
、

五
七
四
台
で
、
前
年
度
比
一
七
、
一
七
五
台

（
一
二
・
二
％
）
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、
収
入

分
担
金
は
対
物
賠
償
共
済
九
億
六
、
三
四
七

万
余
円
で
前
年
度
比
一
億
一
、
一
五
二
万
余

円
（
一
○
・
四
％
）、
対
人
賠
償
共
済
六
億

四
一
六
万
余
円
で
、
前
年
度
比
七
、
五
二
三

万
余
円
（
一
一
・
一
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

２
、
損
害
の
状
況

　

平
成
十
八
年
度
の
損
害
状
況
は
表
（
８
）

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

損
害
件
数
は
車
両
共
済
で
六
、
八
九
四

件
、
前
年
度
比
一
、
二
四
九
件
、
対
物
賠
償

共
済
は
二
、
五
三
二
件
で
、
前
年
度
比
五
七

二
件
と
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
が
、
対
人
賠
償

共
済
は
一
六
九
件
で
、
前
年
度
比
二
件
と
増

加
し
た
。

　

ま
た
、
損
害
率
に
お
い
て
は
、
前
年
度
に

比
べ
、
車
両
共
済
が
五
・
○
％
、
対

物
賠
償
共
済
は
三
・
九
％
、
対
人
賠

償
共
済
八
・
八
％
と
減
少
し
た
。

３
、
支
払
備
金

　

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が

未
請
求
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
損
害
共
済
金
を
概
算
見
積
り

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）の
う
え
平
成

十
八
年
度
支
払
備
金
と
し
て
六
二
○

件
、
三
億
九
、
○
九
四
万
余
円
を
計

上
し
た
。

４
、
諸
積
立
金

　

平
成
十
八
年
度
末
に
お
け
る
基
金

積
立
金（
財
産
収
入
を
も
っ
て
造
成
）

及
び
運
営
準
備
積
立
金
（
事
業
剰
余

金
の
積
立
）の
総
額
は
一
五
○
億
三
、

二
○
九
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳

は
、
基
金
積
立
金
三
五
億
六
、
五
九

九
万
余
円
、
運
営
準
備
積
立
金
一
一

四
億
六
、
六
○
九
万
余
円
で
あ
る
。

利　　益　　の　　部損　　失　　の　　部

金　　　　額科　　　　目金　　　　額科　　　　目

円円

2,907,640,2401. 共済基金分担金収入3,398,6151. 会 議 費

91,966,5302. 財 産 収 入197,699,0692. 事 務 所 費

173,7123. 雑 収 入2,796,081,7813. 事 業 費

1,204,143,1684.前年度責任準備金戻入92,140,2424. 財 産 費

1,087,413,9255.次年度責任準備金繰入

27,190,0186. 諸 支 出 金

4,203,923,650合　　　　　　計4,203,923,650合　　　　　　計

表 　平成１８年度自動車損害共済事業損益計算書（概要）

利　　益　　の　　部損　　失　　の　　部

金　　　　額科　　　　目金　　　　額科　　　　目

円円

6,099,003,7401. 共済基金分担金収入5,219,6951. 会 議 費

271,136,8422. 財 産 収 入582,180,0272. 事 務 所 費

252,484,9163. 他 会 計 繰 入 金7,520,658,5383. 事 業 費

1,391,6064. 雑 収 入272,528,4484. 財 産 費

1,517,085,0135. 運営準備積立金戻入3,162,009,9795.次年度責任準備金繰入

3,401,494,5706.前年度責任準備金戻入06. 諸 支 出 金

11,542,596,687合　　　　　　計11,542,596,687合　　　　　　計

表 　平成１８年度建物災害共済事業損益計算書（概要）

（注１）損害率＝支払共済金／収入分担金
（注２）△は減を示す。

合　　　計
賠　償　共　済

車　両　共　済区　　　分
対　　　人 対　　　物

9,595件169件2,532件6,894件件　　　数平
成　

年
度

１８ 1,557,252,702円148,618,575円398,971,574円1,009,662,553円支払共済金

（53.6％）（24.6％）（41.4％）（75.3％）損　害　率

11,414件167件3,104件8,143件件　　　数平
成　

年
度

１７ 1,933,949,516円227,009,012円486,911,380円1,220,029,124円支払共済金

（59.1％）（33.4％）（45.3％）（80.3%）損　害　率

△1,819件２件△572件△1,249件件　　　数比
較
増
減
〈
％
〉

△376,696,814円△78,390,437円△87,939,806円△210,366,571円支払共済金

（△5.5％）（△8.8％）（△3.9％）（△5.0％）損　害　率

表 　自動車共済損害状況

(注)△は減を示す。

合　　　計
賠　償　共　済

車　両　共　済区　　　分
対　　　人 対　　　物

366,844台123,574台123,854台119,416台台　　　 数平
成　

年
度

１８

2,907,640,240円604,162,410円963,476,340円1,340,001,490円収入分担金

418,471台140,749台141,093台136,629台台　　　 数平
成　

年
度

１７

3,274,329,070円679,396,140円1,074,998,440円1,519,934,490円収入分担金

△51,627台△17,175台△17,239台△17,213台台　　　 数比
較
増
減
〈
％
〉

（△12.3％）（△12.2％）（△12.2％）（△12.6％）

△366,688,830円△75,233,730円△111,522,100円△179,933,000円収入分担金

（△11.2％）（△11.1％）（△10.4％）（△11.8％）

表 　自動車共済受託実績
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損害率合　　計
失火見舞費用共済金残存物取片づけ費用共済金臨時費用共済金火災共済金

区　分
金　　額件　数金　　額件　数金　　額件　数金　　額件　数

41.4596,318,2461,038,360614,175,30526250,368,210619530,736,371618平成１８年度
33.2487,216,702815,000312,264,14724348,502,099599425,635,456597平成１７年度
8.2109,101,544223,36031,911,158191,866,11120105,100,91521比 較 増 減
―22.427.4100.015.67.83.83.324.73.5増   減   率
33.9511,929,083600,000113,385,21246653,749,7311,022444,194,1401,021平成１６年度
27.4425,222,612370,820412,885,79612338,390,657306373,575,339304平成１５年度

　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
行
う
火
災
共
済
お
よ
び
自
動
車
共
済
の
平
成
十
八
年

度
事
業
概
要
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
本
年
七
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の
議
決

を
得
た
の
で
、
定
款
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平　
　

成

十
八
年
度

表１　組合加入状況

（注）△印は減を示す。
　　　出資金額は預り出資金（１口100円未満の端数口数の累計額）

919,320円を含む。

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

事
業
概
要

　

本
組
合
は
、
町
村
職
員
の
所
有
す
る
住
宅

の
火
災
に
よ
っ
て
生
ず
る
財
産
の
損
害
を
相

互
救
済
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
消

費
生
活
協
同
組
合
法
に
準
拠
し
た
職
域
生
協

と
し
て
発
足
し
、
火
災
共
済
事
業
を
開
始
し

た
。
そ
の
後
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進

行
で
、
町
村
職
員
の
自
動
車
の
保
有
も
増

加
、
こ
れ
に
比
例
し
自
動
車
事
故
も
多
発
化

し
、
偶
然
の
自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
生
ず
る

町
村
職
員
の
経
済
負
担
も
著
し
い
こ
と
か

ら
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
よ
り
自
動
車
共
済

事
業
を
併
せ
て
実
施
し
た
。
両
事
業
開
始
以

来
、
事
業
内
容
の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、
協

同
互
助
の
精
神
に
基
づ
く
町
村
職
員
等
の
生

活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
に
最
大
限
の
努

力
を
傾
注
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

平
成
十
八
年
度
の
事
業
概
要
は
下
記
の
と

お
り
で
、
組
合
員
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比

四
、
〇
二
四
人
（
二
・
〇
％
）
の
減
と
な
っ

た
。

　

火
災
共
済
事
業
は
、
契
約
件
数
で
前
年
度

よ
り
三
、
九
四
四
件
（
三
・
六
％
）
の
減
と

な
り
、
共
済
掛
金
も
前
年
度
比
二
、
九
〇
八

万
余
円
（
二
・
〇
％
）
の
減
と
な
っ
た
。
風

水
雪
害
特
約
共
済
は
、
契
約
件
数
で
前
年
度

よ
り
一
五
六
件
（
〇
・
五
％
）
の
増
と
な
り
、

共
済
掛
金
も
前
年
度
比
八
九
七
万
余
円（
二
・

九
％
）
の
増
と
な
っ
た
。

　

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
契
約
台
数
は
前

年
度
比
四
、
五
七
二
台
（
二
・
一
％
）
の
減

と
な
り
、
共
済
掛
金
も
一
億
五
、
〇
一
五
万

余
円
（
二
・
七
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
共
済
金
の
支
払
は
、
火
災
共
済
事

業
で
前
年
度
比
二
一
件
（
三
・
五
％
）
の
増

と
な
り
、
共
済
金
合
計
に
お
い
て
も
一
億
九

一
〇
万
余
円
（
八
・
二
％
）
の
増
と
な
っ
た
。

出資金口　数人　員区　分
1,911,737,92019,117,379198,056平成１８年度
1,946,044,80019,460,448202,080平成１７年度
△ 34,306,880△ 343,069△ 4,024比 較 増 減

△ 1.8△ 1.8△ 2.0増   減   率
1,967,284,49019,672,844205,690平成１６年度
2,040,146,73020,401,467224,902平成１５年度

表２　火災共済加入状況

（注）△印は減を示す。

共済掛金契約口数共済契約件数区　分
1,440,040,75023,951,638107,114平成１８年度
1,469,129,58024,444,653111,058平成１７年度
△ 29,088,830△ 493,015△ 3,944比 較 増 減

△ 2.0△ 2.0△ 3.6増   減   率
1,511,587,78025,139,168115,650平成１６年度
1,549,116,94025,201,785117,978平成１５年度

表３　風水雪害特約共済加入状況
特約共済掛金契約口数特約付加件数区　分
313,905,6706,263,38428,859平成１８年度
304,925,8206,086,59028,703平成１７年度
8,979,850176,794156比 較 増 減

2.92.90.5増   減   率
302,379,2306,026,04128,812平成１６年度
284,495,5005,584,16627,537平成１５年度

表４　自動車共済加入状況

（注）△印は減を示す。

共済掛金契約台数区　分
5,514,356,940217,211平成１８年度
5,664,511,680221,783平成１７年度
△ 150,154,740△ 4,572比 較 増 減

△ 2.7△ 2.1増   減   率
5,810,614,410226,889平成１６年度
5,840,863,830226,597平成１５年度

表５　火災共済金支払状況

ま
た
、
風
水
雪
害
特
約

共
済
金
の
給
付
に
つ
い

て
は
前
年
度
比
七
件

（
五
・
〇
％
）
の
増
と

な
っ
た
が
、
共
済
金
に

お
い
て
は
六
、
九
七
〇

万
余
円
（
三
五
・
九
％
）

の
減
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
災
害
見
舞
金
の
給

付
件
数
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
七
一
件
に
比
し

五
六
件
、
災
害
見
舞
金

に
し
て
一
、
四
六
六
万

余
円
の
給
付
が
あ
っ
た
。

　

自
動
車
共
済
事
業
で

は
、
支
払
件
数
で
前
年

度
比
五
〇
一
件
（
五
・

二
％
）
の
減
と
な
り
、

共
済
金
に
お
い
て
も
二

億
二
、
六
一
六
万
余
円

（
七
・
七
％
）
の
減
と

な
っ
た
。

　

本
年
度
に
お
け
る
事
業
剰
余
金
を

も
っ
て
す
る
事
業
利
用
分
量
割
戻
金
の

配
分
率
は
、
火
災
共
済
が
二
六
％
程

度
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
が
一
四
％
程

度
、
自
動
車
共
済
が
一
六
％
程
度
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

１
、
組
合
加
入
の
状
況

　

平
成
十
八
年
度
末
現
在
の
組
合
員
数

は
一
九
八
、
〇
五
六
人
で
前
年
度
に
比

し
四
、
〇
二
四
人
（
二
・
〇
％
）
減
少

し
た
。
ま
た
、
出
資
金
に
つ
い
て
は
、

表６　　風水雪害特約共済金支払状況

損害率合　　計
残存物取片づけ費用共済金臨時費用共 済 金特 約 共 済 金

区　分
金　額件　数金　額件　数金　額件　数

46.4145,552,2473,204,2918617,969,491146124,378,465146平成１８年度
73.8224,959,5583,568,3388227,305,554139194,085,666139平成１７年度

△ 27.4△ 79,407,311△ 364,0474△ 9,336,0637△ 69,707,2017比 較 増 減
―△ 35.3△ 10.24.9△ 34.25.0△ 35.95.0増   減   率

122.4370,110,0076,897,32423847,375,731439315,836,952439平成１６年度
13.237,536,712959,964224,770,8903831,805,85838平成１５年度

（注）△印は減を示す。

人 口 円

％ ％ ％

件 口 円

％ ％ ％

件 口 円

％ ％ ％

台 円

％ ％

件 件 件件 円 円 円 円 円 ％

％％％％％％％％％

件 件 円件 円 円 円 ％

％％％％％％％
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一件当りの見舞金見舞金件　数区　分
261,85714,664,00056平成１８年度
290,22520,606,00071平成１７年度
△ 28,368△ 5,942,000△ 15比 較 増 減
△ 9.8△ 28.8△ 21.1増   減   率
366,65932,266,00088平成１６年度
210,15111,138,00053平成１５年度

表７　見舞金支払状況

利　益　の　部損　失　の　部
金 額科 目金 額科 目
7,268,302,910１． 共 済 掛 金3,442,362,583１． 支 払 共 済 金

6,077,534,000２． 共済契約準備金戻入22,664,000２． 見 舞 金 等

160,164,088３． 資 産 運 用 収 益2,308,238,927３． 管理費及び諸経費

5,488,430４． 雑 収 入6,015,331,000４． 共済契約準備金繰入

11,788,596,510小 計

1,722,892,918経 常 剰 余 金

13,511,489,428合 計13,511,489,428合 計

1,722,892,918１． 税引前当期剰余金

203,000,000２． 法 人 税 等

1,519,892,918３． 当 期剰余金（計）

141,783,703４． 前 期 繰 越 剰 余 金

14,664,000５． 地震等災害見舞金積立金取崩額
1,676,340,621６． 当期未処分剰余金（計）

表８　自動車共済金支払状況

表９　自動車共済臨時費用支払状況

損害率
合　　　計対 人 賠 償 共 済対 物 賠 償 共 済

区　分
金　額件　数金　額件　数金　額件　数

49.02,700,492,0909,1781,110,898,8048841,589,593,2868,294平成１８年度
51.72,926,655,3609,6791,210,176,3768371,716,478,9848,842平成１７年度
△ 2.7△ 226,163,270△ 501△ 99,277,57247△ 126,885,698△ 548比 較 増 減
―△ 7.7△ 5.2△ 8.25.6△ 7.4△ 6.2増   減   率
41.12,388,828,3579,419789,657,1777931,599,171,1808,626平成１６年度
44.92,620,144,20610,066840,719,5398341,779,424,6679,232平成１５年度

合　　計死　　亡傷　　害
区　分

金　額件　数金　額件　数金　額件　数
8,000,0002002,710,000275,290,000173平成１８年度
3,940,000921,690,000172,250,00075平成１７年度
4,060,0001081,020,000103,040,00098比 較 増 減
103.0117.460.458.8135.1130.7増   減   率

3,190,000831,000,000102,190,00073平成１６年度
4,390,0001021,900,000192,490,00083平成１５年度

表10  平成１８年度全国町村職員生活協同組合損益計算書

前
年
度
に
比
し
三
、
四
三
〇
万
余
円
（
一
・

八
％
）
減
の
一
九
億
一
、
一
七
三
万
余
円
と

な
っ
た
。
な
お
、
本
年
度
に
お
け
る
割
戻
金

の
一
部
を
出
資
金
に
充
当
し
た
額
は
二
、
六

一
四
万
余
円
と
な
っ
た
。

２
、
共
済
契
約
状
況

 
 
火
災
共
済
事
業

①
火
災
共
済

　

契
約
件
数
は
一
〇
七
、
一
一
四
件
で
前
年

度
に
比
し
三
、
九
四
四
件
（
三
・
六
％
）
減

少
し
、
契
約
口
数
も
四
九
三
、
〇
一
五
口

（
二
・
〇
％
）
減
少
し
た
。
共
済
掛
金
は
一

四
億
四
、
〇
〇
四
万
余
円
で
、
前
年
度
よ
り

二
、
九
〇
八
万
余
円
（
二
・
〇
％
）
の
減
と

な
っ
た
。
ま
た
、
一
件
当
り
平
均
口
数
は
二

余
円
（
二
・
九
％
）
の
増
と
な
っ
た
。
な
お
、

火
災
共
済
契
約
件
数
に
対
す
る
特
約
付
加
件

数
の
割
合
は
二
六
・
九
％
で
あ
っ
た
。

 
 
自
動
車
共
済
事
業

　

契
約
台
数
は
二
一
七
、
二
一
一
台
と
前
年

度
に
比
し
四
、
五
七
二
台
（
二
・
一
％
）
減

少
し
た
。
共
済
掛
金
は
五
五
億
一
、
四
三
五

万
余
円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
一
億
五
、
〇

一
五
万
余
円
（
二
・
七
％
）
減
と
な
っ
た
。

ま
た
、
一
台
当
り
の
平
均
共
済
掛
金
額
は
二

五
、
三
八
八
円
と
な
っ
た
。

３
、
共
済
事
故
状
況

 
 
火
災
共
済
事
業

①
火
災
共
済

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
共
済
金
で
二

共
済
金
で
一
九
件
（
七
・
八
％
）
増
の
二
六

二
件
、
失
火
見
舞
費
用
共
済
金
で
三
件
（
一

〇
〇
％
）
増
の
六
件
と
な
り
、
共
済
金
の
合

計
は
前
年
度
に
比
し
一
億
九
一
〇
万
余
円

（
八
・
二
％
）
増
の
五
億
九
、
六
三
一
万
余

円
と
な
り
、
損
害
率
は
前
年
度
よ
り
八
・
二

ポ
イ
ン
ト
高
い
四
一
・
四
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共

済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払

予
定
額
と
し
て
、
二
、
〇
一
八
万
余
円
の
火

災
共
済
支
払
備
金
を
計
上
し
、
平
成
十
九
年

度
に
繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

②
風
水
雪
害
特
約
共
済

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
特
約
共
済
金

で
七
件
（
五
・
〇
％
）
増
の
一
四
六
件
、
臨

時
費
用
共
済
金
で
七
件
（
五
・
六
％
）
増
の

一
四
六
件
、
残
存
物
取
片
づ
け
費
用
共
済
金

で
四
件
（
四
・
九
％
）
増
の
八
六
件
と
な
り
、

共
済
金
の
合
計
は
前
年
度
に
比
し
七
、
九
四

〇
万
余
円
（
三
五
・
五
％
）
減
の
一
億
四
、

五
五
五
万
余
円
と
な
り
、
損
害
率
は
全
体
で

前
年
度
よ
り
二
七
・
四
ポ
イ
ン
ト
低
い
四
六
・

四
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共

済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払

予
定
額
と
し
て
、
四
四
二
万
余
円
の
風
水
雪

害
特
約
共
済
支
払
備
金
を
計
上
し
、
平
成
十

九
年
度
に
繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

③
見
舞
金

　

前
年
度
に
比
し
件
数
で
十
五
件
減
の
五
六

件
、
見
舞
金
額
で
五
九
四
万
円
減
の
一
、
四

六
六
万
余
円
と
な
っ
た
。

 

自
動
車
共
済
事
業

�
共
済
金

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
対
物
賠
償
で

五
四
八
件
（
六
・
二
％
）
減
の
八
、
二
九
四

件
、
対
人
賠
償
で
は
四
七
件
（
五
・
六
％
）

増
の
八
八
四
件
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
共
済
金
に
お
い
て
は
前
年
度
に
比

し
対
物
賠
償
で
一
億
二
、
六
八
八
万
余
円

（
七
・
四
％
）
減
の
一
五
億
八
、
九
五
九
万

余
円
、
対
人
賠
償
に
お
い
て
は
九
、
九
二
七

万
余
円
（
八
・
二
％
）
減
の
一
一
億
一
、
〇

八
九
万
余
円
と
な
り
、
共
済
金
の
合
計
は
前

年
度
に
比
し
二
億
二
、
六
一
六
万
余
円
（
七
・

七
％
）減
の
二
七
億
四
九
万
余
円
と
な
っ
た
。

損
害
率
は
全
体
で
前
年
度
よ
り
二
・
七
ポ
イ

ン
ト
低
い
四
九
・
〇
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
既
発
生
事
故
の
う
ち
共

済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払

予
定
額
と
し
て
、
一
二
億
七
、
九
八
六
万
円

の
自
動
車
共
済
支
払
備
金
を
計
上
し
、
平
成

十
九
年
度
へ
繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

�
臨
時
費
用

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
傷
害
で
九
八

件
（
一
三
〇
・
七
％
）
増
の
一
七
三
件
、
死

亡
は
一
〇
件
（
五
八
・
八
％
）
増
の
二
七
件

と
な
っ
た
。
ま
た
臨
時
費
用
の
金
額
は
傷
害

で
三
〇
四
万
円
（
一
三
五
・
一
％
）
増
の
五

二
九
万
円
、
死
亡
は
一
〇
二
万
円
（
六
〇
・

四
％
）
増
の
二
七
一
万
円
と
な
り
、
臨
時
費

用
の
合
計
は
、
前
年
度
に
比
し
四
〇
六
万
円

（
一
〇
三
％
）
増
の
八
〇
〇
万
円
と
な
っ
た
。

　
 
な
お
、
本
年
度
は
生
損
保
会
社
等
の
保
険

金
未
払
問
題
に
対
し
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
り

自
主
点
検
し
た
結
果
、
臨
時
費
用
六
六
件
二

三
六
万
円
の
支
払
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り

対
前
年
比
大
幅
な
増
と
な
っ
た
。

一
件
（
三
・
五
％
）
増
の
六
一

八
件
、
臨
時
費
用
共
済
金
で
二

〇
件
（
三
・
三
％
）
増
の
六
一

九
件
、
残
存
物
取
片
づ
け
費
用

（注）△印は減を示す。

二
四
口
（
二
、
二
四
〇
万
円
）

と
な
り
前
年
度
よ
り
四
口

（
四
〇
万
円
）の
増
と
な
っ
て

い
る
。

②
風
水
雪
害
特
約
共
済

　

特
約
付
加
件
数
は
二
八
、

八
五
九
件
で
前
年
度
に
比
し

一
五
六
件
（
〇
・
五
％
）
増

加
し
た
。
特
約
共
済
掛
金

は
、
三
億
一
、
三
九
〇
万
余

円
で
前
年
度
よ
り
八
九
七
万

円円

件 件件 円 円 円

％％％％％％

件 件件 円 円 円

％％％％％％

件 円 円

％％ ％

（注）△印は減を示す。
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町
は
６
月
か
ら
、
地
元
の
女
満
別

商
店
会
が
発
行
す
る
買
い
物
券
「
お

お
ぞ
ら
ス
タ
ン
プ
」
で
町
税
や
公
共

料
金
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

を
始
め
た
。

　

同
ス
タ
ン
プ
は
、
１
０
０
円
の
買

い
物
に
１
ス
タ
ン
プ
が
つ
く
も
の

で
、
専
用
台
紙
１
冊
（
３
６
０
枚
分
）

で
５
０
０
円
分
の
買
い
物
が
で
き

る
。
こ
れ
を
納
税
に
も
活
用
す
る
も

の
で
、
同
商
店
会
が
町
に
働
き
か
け

て
実
現
し
た
。

　

納
税
は
、
専
用
台
紙
を
役
場
出
納

窓
口
や
信
用
金
庫
に
持
っ
て
い
く
こ

と
で
で
き
る
。
法
律
で
税
金
等
は
現

金
で
の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
た
め
、
ス
タ
ン
プ
は
預
り
証
を
発

行
し
、
後
日
領
収
書
を
送
付
す
る
形

で
行
わ
れ
る
。

　

町
は
、
こ
の
ほ
ど
全　

集
落
（
行

２５

政
区
）
を
対
象
と
し
た
「
ふ
る
さ
と

環
境
保
全
事
業
補
助
金
」
を
創
設
し

た
。

　

国
が
今
年
度
導
入
し
た
「
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
事
業
を

利
用
し
た
場
合
、
助
成
対
象
が
一
部

の
集
落
に
限
ら
れ
て
不
公
平
感
が
あ

る
た
め
、
町
独
自
に
補
助
制
度
を
設

け
た
。

 　

今
年
度
予
算
に
２
０
０
万
円
計

上
し
て
い
る
。

　

補
助
金
の
交
付
対
象
は
、
道
路
の

路
肩
・
法
面
の
草
木
の
刈
り
取
り
・

伐
採
作
業
、
用
排
水
路
等
に
堆
積
し

た
土
砂
等
の
除
去
作
業
な
ど
、
農
村

環
境
の
保
全
活
動
。
補
助
額
は
、
均

等
割
、
地
区
戸
数
、
農
地
面
積
の
合

計
額
と
し
、
期
間
は
今
年
度
か
ら
２

０
１
２
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し

た
。

　

町
は
こ
の
ほ
ど
、
読
書
を
通
じ
て

心
の
豊
か
さ
を
育
て
る
町
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
「
読
書
の
ま
ち
」
を
宣

言
し
た
。
同
宣
言
に
基
づ
き
、
２
０

０
７
年
度
か
ら
、
読
書
を
通
じ
て
親

子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

「
家
読
（
う
ち
ど
く
）」
な
ど
の
事
業

を
展
開
す
る
。

　

宣
言
文
は
始
め
に
、「
読
書
を
楽

し
む
人
が
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
、
読

書
を
通
じ
て
心
の
豊
さ
を
育
て
る
町

づ
く
り
、
読
書
の
す
ば
ら
し
さ
を
全

国
に
発
信
す
る
町
づ
く
り
を
目
指

す
」
と
宣
言
。
そ
の
上
で
、
乳
児
等

の
検
診
時
に
絵
本
を
無
料
で
配
布
す

る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
や
、
保
育

所
・
幼
稚
園
で
の
「
読
み
聞
か
せ
」、

児
童
・
生
徒
に
読
書
の
習
慣
を
身
に

付
け
て
も
ら
う
「
朝
の
読
書
」
に
取

り
組
む
と
し
た
。

　

町
は　

年
度
予
算
で
、
町
立
小
中

０７

学
校
各
１
校
の
図
書
費
を
増
額
し
て

い
る
。

　

町
は
、
２
０
０
８
年
８
月　

日
に

２３

開
催
す
る
「
第
１
回
富
士
山
・
河
口

湖
映
画
祭
」
の
開
催
に
合
わ
せ
て
シ

ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
す
る
。

グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
は
、
映
像
化
さ
れ

る
。

　

募
集
す
る
作
品
は
、「
富
士
山
麓

を
舞
台
に
し
た
」
未
発
表
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
で
、
時
代
劇
や
Ｓ
Ｆ
は
不

可
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
作
品
の
映
像

化
の
ほ
か
、
賞
金　

万
円
が
贈
ら
れ

５０

る
。
グ
ラ
ン
プ
リ
と
準
グ
ラ
ン
プ
リ

作
品
は
、
専
門
誌
「
月
刊
シ
ナ
リ
オ

教
室
」
に
掲
載
す
る
。

　

町
は
現
在
、
第
１
回
「
砥
部
焼
陶

板
絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作
品
を

募
集
し
て
い
る
。
国
の
伝
統
工
芸
品

で
あ
る
「
砥
部
焼
」
に
親
し
ん
で
も

ら
い
、
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
「
砥
部

陶
街
道
五
十
三
次
」
の
魅
力
に
触
れ

て
も
ら
う
の
が
目
的
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
町
内
５
カ
所

の
砥
部
焼
施
設
に
設
置
し
た
素
焼
き

陶
板
に
絵
を
描
い
て
も
ら
う
も
の

で
、
一
般
と
小
学
生
６
年
生
以
下
の

子
ど
も
の
部
か
ら
な
る
。「
陶
街
道

大
賞
」
の
ほ
か
、
優
秀
賞
・
奨
励

賞
・
企
業
賞
を
選
出
す
る
。
一
般
の

部
の
テ
ー
マ
は
「
砥
部
陶
街
道
五
十

三
次
」
で
、
子
ど
も
の
部
は
自
由
。

応
募
期
間
は
９
月　

日
ま
で
で
、　

３０

１０

月
末
に
部
門
別
各
賞
を
決
定
、　

月
１１

か
ら
作
品
を
展
示
す
る
。

　

参
加
費
用
は
、
陶
板
１
枚
分
と
し

て
１
０
０
０
円
。
陶
板
は
各
施
設
で

焼
き
付
け
、
審
査
後
に
返
却
す
る
。

　

町
は
こ
の
ほ
ど
、
全
国
か
ら
の
寄

附
金
で
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
な
ど
の
事

業
を
行
う
「
ヨ
ロ
ン
島
サ
ン
ゴ
礁
基

金
」
を
設
置
し
た
。
ヨ
ロ
ン
島
出
身

者
や
島
の
フ
ァ
ン
に
よ
る
寄
附
を
通

じ
て
住
民
参
加
型
の
地
方
自
治
を
実

現
す
る
の
が
目
的
。

　

寄
付
金
は
、
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
の

ほ
か
、
①
ヨ
ロ
ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

運
営
②
与
論
十
五
夜
踊
り
（
国
指
定

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）
の
保
存
③

少
子
化
対
策
や
人
材
育
成
な
ど
離
島

振
興
―
に
関
す
る
事
業
に
使
わ
れ

る
。

　

寄
付
金
は
１
口
５
千
円
を
基
本
に

何
口
で
も
受
け
付
け
る
。

　

南
政
吾
町
長
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、「
ヨ
ロ
ン
島
へ
の
熱
い
想
い
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」
と
寄
附
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。

第
１
回
砥
部
焼
陶
板
絵
付

け
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

愛媛県
砥部町

環
境
保
全
で
全
集
落
に
補

助
金

宮城県
色麻町

商
店
会
の
ス
タ
ン
プ
券
で

納
税
Ｏ
Ｋ

北海道
大空町

「
読
書
の
ま
ち
」
を
宣
言

茨城県
大子町

サ
ン
ゴ
礁
保
全
で
基
金
条

例

鹿児島県
与論町

山梨県
富士河
口湖町

富
士
山
・
河
口
湖
映
画
祭
で
シ

ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施



（第三種郵便物認可） 第２６１０号平成１９年８月６日１５ 町 村 週 報

情 報

平
成　

年
４
月
〜
平
成　

年
７
月

１９

１９

２
５
９
５
号
〜
２
６
０
９
号　
　

　
〈
活　

動
〉

自
民
党
道
州
制
調
査
会
小
委
員
会
で
３
０

０
自
治
体
構
想
に
反
対
を
表
明
＝
全
国
町

村
会 

２
５
９
５　
�

道
州
制
と
町
村
に
関
す
る
研
究
会
を
設
置

＝
全
国
町
村
会 

２
５
９
５　
�

日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
で
要
望
＝
全
国
町
村
会

　
 

２
５
９
５　
�

分
権
改
革
推
進
委
員
会
発
足
で
共
同
声
明

＝
地
方
六
団
体 

２
５
９
６　
�

地
方
財
政
に
関
す
る
総
務
大
臣
・
地
方
六

団
体
会
合 

２
５
９
９　
�

「
地
方
分
権
改
革
推
進
」全
国
大
会
開
く

＝
地
方
六
団
体 

２
６
０
４　
�

地
方
分
権
改
革
推
進
に
関
す
る
決
議 

 

　

２
６
０
４　
�

市
町
村
合
併
を
含
め
た
基
礎
自
治
体
の
あ

り
方
な
ど
を
諮
問
＝
第　

次
地
方
制
度
調

２９

査
会
が
発
足 

　

２
６
０
８　
�

平
成　

年
度
政
府
予
算
編
成
、施
策
で
要

２０

望
＝
全
国
町
村
会 

　

２
６
０
８　
�

平
成　

年
度
政
府
予
算
編
成
及
び
施
策
に

２０

関
す
る
要
望　
 

２
６
０
８　
�

　
〈
政　

策
〉

２
０
０
７
年
版
地
方
財
政
白
書
を
公
表
＝

総
務
省 

２
５
９
６　
�

新
・
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
が
初
会

合 

２
５
９
７　
�

地
方
行
政
改
革
事
例
集
を
作
成
＝
総
務
省

 

２
５
９
７　
�

教
育
関
連
３
法
、今
国
会
で
の
成
立
目
指

す 

２
５
９
８　
�

喧
し
さ
増
す「
道
州
制
」論
議 

 

２
５
９
９　
�

食
と
農
の
国
家
戦
略
な
ど
打
ち
出
す
＝　
２１

世
紀
新
農
政
２
０
０
７ 

２
６
０
０　
�

地
域
格
差
、国
民
の　

％
が
感
じ
る
＝
平
成

６６

　

年
度
国
土
交
通
白
書 

２
６
０
１　
�

１８自
給
率
向
上
、体
質
強
化
に
力
点
＝
２
０

０
６
年
度
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書 

 

２
６
０
２　
�

「
自
治
体
に
お
け
る
民
間
委
託
推
進
等
に

関
す
る
研
究
会
」報
告
書 
２
６
０
３　
�

少
子
化
対
策
検
討
会
議
が
中
間
報
告 

 

２
６
０
４　
�

総
務
省「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
会
」中
間
と

り
ま
と
め
の
概
要 

２
６
０
５　
�

「
地
域
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」標
準
仕

様【
第
一
版
】と
り
ま
と
ま
る

 

２
６
０
５　
�

「
骨
太
方
針　

」を
正
式
決
定 

０７

 

２
６
０
６　
�

地
域
へ
の
経
済
効
果
分
析
を
導
入
＝
２
０

０
７
年
版
観
光
白
書 

２
６
０
７　
�

温
暖
化
防
止
へ
身
近
な
取
り
組
み
を
＝
２

０
０
７
年
版
環
境
・
循
環
型
社
会
白
書 

 

 
２
６
０
９　
�

市
町
村
の
６
割
超
が
作
成
＝
平
成　

年
度

１７

版
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト 

２
６
０
９　
�

　
〈
随　

想
〉

町
の
歴
史
と
私

　

山
口
県
和
木
町
長 

 

古
木
哲
夫　

２
５
９
５　
�

春
に
寄
せ
て

　

香
川
県
琴
平
町
長 

 

山
下
正
臣　

２
５
９
６　
�

笑
顔
に
出
会
え
る
町
を
め
ざ
し
て

　

三
重
県
川
越
町
長 

 

山
田
信
博　

２
５
９
７　
�

ふ
る
さ
と「
八
千
代
」を
想
う

　

茨
城
県
八
千
代
町
長

 

大
久
保　

司　

２
５
９
８　
�

い
び
き
は
病
気
、あ
な
ど
る
な
か
れ

　

秋
田
県
町
村
会
長
井
川
町
長 

 

齋
藤
正
寧　

２
５
９
９　
�

ク
リ
ー
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
を
目
指
す
町
・
住

民
が
主
役
の
町

　

東
京
都
八
丈
町
長 

 

浅
沼
道
徳　

２
６
０
０　
�

剱
の
懐
で
生
ま
れ
た
町

　

富
山
県
上
市
町
長 

 

伊
東
尚
志　

２
６
０
１　
�

わ
が
故
郷
た
だ
お
か

　

大
阪
府
忠
岡
町
長 

 

和
田
吉
衛　

２
６
０
２　
�

早
起
き
の
効
用

　

埼
玉
県
白
岡
町
長 

 

濱
田
福
司　

２
６
０
３　
�

ふ
る
さ
と
に
会
え
る
町　

な
か
の
じ
ょ
う

　

群
馬
県
中
之
条
町
長 

 

入
内
島
道
隆　

２
６
０
４　
�

地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り

　

長
野
県
下
條
村
長　
 

 

伊
藤
喜
平　

２
６
０
５　
�

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
す
す
め

　

福
井
県
若
狭
町
長　
 

 

千
田
千
代
和　

２
６
０
６　
�

能
登
の
海
の
海
洋
神
創
水

　

石
川
県
能
登
町
長　
 

 

持
木
一
茂　

２
６
０
７　
�

旅
と
道
中

　

大
分
県
町
村
会
長　

玖
珠
町
長 

 

小
林
公
明　

２
６
０
９　
�

　
〈
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉

築
地
松
景
観
の
息
づ
く
ま
ち
づ
く
り－

「
循

環
・
共
生
・
参
加
ま
ち
づ
く
り
表
彰
」を
機

に－

　

島
根
県
斐
川
町　

２
５
９
６　
�

「
過
疎
へ
の
挑
戦
」定
住
・
交
流
の
拡
大
を

目
指
す 

 

広
島
県
北
広
島
町　

２
５
９
７　
�

ア
ー
ト
で
廃
・
負
・
凡
を
宝
に
変
え
る
〜
住

民
と
の
協
働
で
島
を
元
気
に
す
る
〜

 

愛
知
県
一
色
町　

２
５
９
８　
�

水
と
み
ど
り
の
輝
く
ま
ち　

丸
森
〜
世
界

一
し
あ
わ
せ
の
町
を
め
ざ
し
て
〜

 

宮
城
県
丸
森
町　

２
５
９
９　
�

高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
シ
ス
テ
ム
の
採
用 

 

長
野
県
辰
野
町　

２
６
０
０　
�

豊
か
な
自
然
と
歴
史
を
活
か
し
た
観
光
戦

略 

宮
崎
県
美
郷
町　

２
６
０
１　
�

飛
鳥
ブ
ラ
ン
ド
創
造
へ
の
挑
戦
〜「
農
」の

再
生
と
も
て
な
し
の
心
が
活
力
と
癒
し
を

生
む
〜

 

奈
良
県
明
日
香
村　

２
６
０
２　
�

健
康
長
寿
め
ざ
し
て『
ま
め
で
達
者
な
村
づ

く
り
』 

福
島
県
鮫
川
村　

２
６
０
３　
�

廃
棄
物
行
政
を
変
え
た
地
域
力
〜
〝
伝
統

の
絆�
を
活
か
し
た
ゴ
ミ
分
別
活
動
か
ら

〜 
徳
島
県
佐
那
河
内
村　

２
６
０
５　
�

「
し
ら
ぬ
か
ブ
ラ
ン
ド
」確
立
へ
の
挑
戦
〜

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ『
し
ら
ぬ
か
町
商
店
』の
開

設
〜 

北
海
道
白
糠
町　

２
６
０
６　
�

ブ
ロ
グ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
地
域
の
活
性

化
を
図
る
〜

　
　

和
歌
山
県
北
山
村 　

２
６
０
７　
�

北
の
ふ
る
さ
と
移
住
計
画
〜
無
償
分
譲
で

定
住
促
進
を
図
る
〜 

 

北
海
道
標
津
町　

２
６
０
９　
�

　
〈
情　

報
〉

町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ

　

２
５
９
５
〜
２
５
９
９
、２
６
０
１
、２

６
０
２
、２
６
０
４
、２
６
０
６
、２
６
０

７
、２
６
０
９

政
策
レ
ー
ダ
ー

　

２
５
９
５
、２
５
９
７
〜
２
６
０
１
、２

６
０
３
、２
６
０
４
、２
６
０
６
、２
６
０

７
、２
６
０
９

町
村
週
報
主
要
索
引
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随 想
　

出
羽
丘
陵
に
い
ち
早
く
そ
そ
ぐ
朝
の
光

を
浴
び
て
の
散
歩
は
、
私
に
と
っ
て
至
福

の
ひ
と
時
で
あ
り
、
町
の
動
き
を
確
か
め

る
一
日
の
元
気
の
始
ま
り
で
す
。

　

山
形
県
中
央
部
、
山
形
盆
地
の
西
側
、

出
羽
丘
陵
の
東
斜
面
に
広
が
る
の
が
、
山

辺
町
で
す
。
県
都
山
形
市
に
隣

接
し
、
山
形
新
幹
線
の
発
着
す

る
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
ま
で
車
で
十
数

分
と
い
う
位
置
に
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
山
形
城
主

最
上
義
光
の
第
四
子
山
野
辺
義

忠
が
、
山
野
辺
城
主
と
し
て
現

在
の
山
辺
町
の
外
郭
を
形
成
し

市
や
灌
漑
事
業
、
手
工
業
な
ど

を
勧
業
し
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
最
上
家
の
改
易

に
伴
い
、
義
忠
公
は
徳
川
家
光

の
命
に
よ
り
、
徳
川
水
戸
家
に

出
仕
、
水
戸
光
圀
公
の
教
導
役

と
な
り
、
末
裔
は
徳
川
幕
府
終

期
の
助
川
海
防
城
（
現
・
日
立

市
）
の
海
防
総
司
と
し
て
入
部

し
城
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
歴
史
の
縁
に
よ
り
、
茨

城
県
日
立
市
と
友
好
都
市
の
盟

約
を
交
わ
し
、
産
業
経
済
、
文

化
、
教
育
の
交
流
を
盛
ん
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

お
蔭
様
で
、
山
辺
町
に
お
越
し

い
た
だ
く
遠
来
の
方
々
か
ら
は
、

不
思
議
な
力
、
熱
い
何
か
を
感
じ

る
町
で
す
ね
と
感
想
お
聞
き
す
る

こ
と
が
度
々
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
感
想
や
思
い
を
辿
る
と
、

第
一
に
山
形
県
一
の
長
寿
の
町

で
、
元
気
な
お
年
寄
り
の
姿
が
目

に
付
く
町
で
あ
る
こ
と
。

　

第
二
に
、
人
口
減
少
化
時
代
に

入
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口

増
が
見
込
め
る
不
思
議
な
町
と
し

て
、
大
学
院
や
農
水
省
の
研
究
機

関
が
、
調
査
に
来
町
さ
れ
た
こ

と
。
山
形
県
の
統
計
資
料
の
指
標

で
は
、
人
口
、
世
帯
共
に
県
内
第

二
位
の
増
加
率
を
示
し
て
い
る
こ

と
。

　

第
三
に
、
近
年
優
秀
な
若
い
ド

ク
タ
ー
が
次
々
に
診
療
所
を
開
設
さ
れ
、

産
婦
人
科
を
除
く
全
診
療
科
目
の
診
療
施

設
が
そ
ろ
う
状
況
に
あ
り
、
救
急
車
で
十

数
分
の
近
さ
に
複
数
の
県
都
中
核
高
度
医

療
機
関
が
あ
り
、
連
携
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

　

第
四
に
、
介
護
施
設
を
含
め
老
人
福
祉

施
設
は
、
民
間
を
含
め
る
と
充
足
率
は
県

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
保
育
所
、
幼

稚
園
も
充
分
あ
る
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
に
、
県
都
に
隣
接
し
東
斜
面

と
い
う
朝
の
光
が
一
番
先
に
注
ぎ
込
む
生

活
環
境
、
地
盤
も
安
定
し
自
然
災
害
も
少

な
い
安
住
の
地
と
し
て
の
最
適
性
に
、
現

代
の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
方
々
も
認

め
ら
れ
、
山
辺
町
に
生
活
の
場
を
求
め
ら

れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
。

　

雪
国
山
形
に
あ
っ
て
、
比
較
的
降
雪
量

の
少
な
い
市
街
地
の
た
め
、
民
間
の
宅
地

分
譲
を
含
め
順
調
に
推
移
し
た
こ
と
か

ら
、
現
在
役
場
庁
舎
西
側
一
帯
の
嶋
ノ
前

地
区
（
約
二
十
二
㌶
）
に
緑
ヶ
丘
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
を
組
合
施
行
で
順
次
分
譲
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
お
蔭
様
で
順
調
に
新
し
い

ご
家
族
、
町
民
を
お
迎
え
い
た
し
て
い
ま

す
。

　

産
業
に
つ
い
て
は
、
山
形
県
の
代
表
的

特
産
品
で
あ
る
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
、
品
質
日

本
一
で
あ
り
、
皇
室
献
上
サ
ク
ラ
ン
ボ
の

里
と
し
て
、『
や
ま
の
べ
産
』
は
市
場
贈
答

ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
米
に
つ

い
て
も
、
山
形
米
の
食
味
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
毎
年
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
一
日
千
人
を
超
す
利
用

者
で
に
ぎ
わ
う
山
辺
温
泉
に
開
設
し
た
温

随　想

き
ら
り
と
輝
き
続
け
る

山形県山辺町長

遠藤　直幸

△

新
し
い
街
が
広
が
る
庁
舎
附
近
と
県
都
市
街
地
を

　

望
む

△
玉
虫
湖
畔
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー　
『
か
ほ
り
の
広
場
』
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泉
産
直
市
も
、
大
勢
の
方
々
に
ご
利
用
い

た
だ
き
農
家
の
方
々
も
元
気
付
い
て
き
て

い
ま
す
。

　

都
市
近
郊
の
市
街
地
の
広
が
り
を
持
つ

傍
ら
、
豊
か
な
湧
水
を
は
ぐ
く
む
中
山
間

地
域
は
、
豊
か
な
自
然
が
そ
の
ま
ま
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
県
立
自
然
学
習
園
を
中
核

と
し
た
県
民
の
森
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
、
県

内
屈
指
の
景
観
を
誇
る
山
形
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
な
ど
が
あ
り
、
自
然
と
レ
ジ
ャ
ー
を
満

喫
で
き
る
魅
力
も
あ
り
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
湧
水
と
高
冷
地
特
有
の
気

候
に
育
て
ら
れ
た
花
卉
や
わ
さ
び
、
そ
し

て
上
海
ガ
ニ
の
養
殖
、
ど
ぶ
ろ
く
特
区
の

認
定
。
こ
う
し
た
地
域
の
方
々
の
取
り
組

み
を
始
め
、
山
菜
や
高
冷
地
野
菜
な
ど
の

直
売
所
が
随
所
で
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
な
ど
、
都
市
近
郊
の
中
山
間
地
域
は
、

い
よ
い
よ
面
白
く
目
が
離
せ
な
い
よ
う
な

地
域
間
交
流
が
起
き
つ
つ
あ
り
、
そ
こ
に

暮
ら
す
人
々
の
目
に
も
輝
き
を
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

誰
で
も
、
何
で
も
話
し
合
え
る
、
助
け

合
え
る
、
力
を
合
わ
せ
ら
れ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
住
む
人
の
心
を
豊
か
に

し
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
広
く
感
性

の
高
い
町
民
性
が
、
山
辺
町
の
か
け
が
え

の
な
い
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。

　

行
政
だ
の
み
で
な
い
町
民
気
質
は
、
あ

ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
見
え
ま
す
。

　

そ
の
典
型
と
し
て
、
教
育
に
対
す
る
熱

意
は
地
域
指
導
で
こ
と
の
ほ
か
強
い
こ

と
。
祭
や
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
町
民
主
導
で

創
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
。

　

関
東
東
北
一
円
か
ら
参
加
者
が
集
う
、

全
日
本
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の

開
催
運
営
。
友
好
都
市
日
立
市
に
学
び
、

千
人
を
超
す
踊
り
子
が
演
舞
す
る
舞
祭

『
ア
ガ
ス
ケ
ダ
ン
ス
』。

　

こ
う
し
た
こ
と
す
べ
て
、
山
辺
町
は
先

取
の
気
質
旺
盛
な
町
民
の
方
々
に
よ
り
取

組
ま
れ
、
町
民
が
呼
応
支
援
し
、
行
政
は

黒
子
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
三
月
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
第
四

次
山
辺
町
総
合
計
画
は
、
こ
う
し
た
町
民

性
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
も
ら
う
た
め
、

多
く
の
町
民
各
層
に
策
定
作
業
に
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
行
政
側
の
職
員
と
盛

ん
な
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
て
ま

い
り
ま
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

面
、
立
場
な
ど
で
の
協
働
の
意
義
の
大
切

さ
を
つ
く
り
育
て
、
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
基
本
理

念
を
『
き
ら
り
と
輝
き
続
け
る
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
』
と
し
ま
し
た
。

　

特
に
、『
き
ら
り
と
輝
き
続
け
る
』
は
、

さ
ら
な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
通

し
た
地
域
自
治
の
充
実
拡
大
を
進
め
て
い

く
中
で
、
夢
と
意
欲
と
熱
意
に
あ
ふ
れ
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
支
え
合
い
、
心
か
よ

う
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
建
設
を
、
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
の
望
ま
し
い
姿
と
し
て
展

望
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
、
町
民
一
人
ひ

と
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
き
ら
り
と

輝
き
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
た
私

自
身
の
施
政
信
念
の
思
い
と
合
致
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
県
町
村
会
は
平
成　

年
６
月
７
日

１９

の
定
期
総
会
で
次
の
と
お
り
会
長
を
選
出

し
た
。

                            
（
６
月
７
日
就
任
）

鳥
取
県
町
村
会
長

岩
美
郡
岩
美
町
長

                   
榎
本 　

武
利   

     

 

え
の
も
と 

た
け
と
し

         　
　
  　
　

昭
和　

年
２
月　

日
生

２７

２２

【
住
所
】鳥
取
県
岩
美
郡
岩
美
町
大
字
新
井

１
８
９
番
地
２

【
町
長
に
当
選
す
る
ま
で
の
経
歴
】▽
昭
和

　

年
岩
美
町
職
員
▽
平
成
９
年
岩
美
町
長

４５【
町
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
３
回

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】▽
平
成　

年（
旧
）

１５

東
部
町
村
会
会
長
▽　

年
鳥
取
県
町
村
会

１８

副
会
長

【
主
な
業
績
】▽
小
学
校
統
合
と
学
校
建
設

▽
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
▽
小
・
中

学
校
の　

人
学
級
編
成
▽
農
業
・
漁
業
集

３０

落
排
水
及
び
公
共
下
水
道
事
業
の
整
備
促

進
▽
わ
が
町
づ
く
り
交
付
金
・
貸
付
金
制

度
の
創
設
▽
保
育
料
第
２
子
軽
減
制
度
の

創
設
▽
観
光
誘
致
「
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
」

運
行
事
業
▽
定
住
促
進
対
策
事
業

【
趣
味
】
読
書
・
菜
園
づ
く
り

【
家
族
】
妻
・
子
２
人
・
両
親

　

岐
阜
県
町
村
会
は
平
成　

年
６
月
１
日

１９

の
評
議
員
会
で
次
の
と
お
り
会
長
を
選
出

し
た
。

（
６
月
１
日
就
任
）

岐
阜
県
町
村
会
長

養
老
郡
養
老
町
長

 
稲
葉 　

貞
二

    

い
な 

ば 

て
い 

じ

昭
和　

年　

月　

日
生

１０

１０

１６

【
住
所
】岐
阜
県
養
老
郡
養
老
町
押
越
６
８

８
番
地
６

【
町
長
に
当
選
す
る
ま
で
の
経
歴
】▽
平
成

３
年
養
老
町
助
役
▽　

年
養
老
町
長

１０

【
町
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
３
回

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】▽
平
成　

年
養
老

１５

郡
町
村
会
長
▽
同
年
岐
阜
県
町
村
会
監
事

▽　

年
同
町
村
会
副
会
長

１７
【
主
な
業
績
】
▽「
愛
・
親
と
子
の
詩
」事
業

▽
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定
▽
男
女

共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定
▽
象
鼻

山
古
墳
群
発
掘
調
査
事
業
▽
公
共
下
水
道

事
業
▽
農
業
集
落
排
水
施
設
整
備
事
業
▽

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
▽

南
濃
衛
生
施
設
利
用
事
務
組
合
新
ご
み
処

理
施
設
建
設
事
業

【
趣
味
】
ス
ポ
ー
ツ
鑑
賞
、
書
道

【
家
族
】
妻
、
長
男

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴
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第44回全国広報広聴研究大会のご案内
◇分かち合う情報から生まれる手触り感　いま、山形から……◇

９月６日（木）～７日（金） 山形県山形市で開催
　転換、変革の時代の今、それぞれの地域の持つ個性や資源を最大限に生かした地域づくりが重要です。そのた
めには、住民と行政が役割分担を行い、住民の持てる力を存分に発揮できるような仕組みづくりと、それを後押
しする広報活動が求められます。また、住民と共に“知恵”を出し合い、共に行動することは一種の広聴活動で
もあり、これによって住民ニーズに直結した行政サービスの提供が可能となります。
　本大会を山形県で開催するに当たり、「分かち合う情報から生まれる手触り感」をメインテーマに掲げ、住民
との情報共有の在り方、そこから生まれる住民重視の行政サービスの在り方について研究討論することになりま
した。住民自らが主役となり、魅力的な地域づくりを推進していくためにはどうすればいいか、そのために求め
られる広報広聴手法とは何か、参加者の皆さんと考えたいと思います。

開催要領

■申込方法　会員の方は事務局から別送する「案内書・申込書」に必要事項を記入の上、事務局分室あてに郵
送またはファクシミリでお申し込みください。間違いを避けるため電話でのお申込は受け付けて
おりません。
＊会員でない方は、日本広報協会のホームページから申込用紙をダウンロードされるか、事業部
までお問い合わせください。

■参 加 費　会員：7,000円（税込）　会員外：11,000円（税込）
　　　　　　意見交換会：3,500円（税込）
■申 込 先　第44回全国広報広聴研究大会運営委員会事務局分室
　　　　　　〒990-0043 山形市本町２-４-３
                 （株）日本旅行山形支店（担当：岩渕）
　　　　　　TEL：023-631-2295 FAX：023-631-2297 E-mail：yamagata_net@nta.co.jp　
■申込締切　平成19年８月17日（金）　※宿泊予約のない方は平成19年８月29日（水）

問合先　社団法人日本広報協会・事業部 〒107-0061 東京都港区北青山2-7-9 TEL：03-5474-6047 FAX：03-5474-6045

申込要領

■開 催 日　平成19年９月６日（木）～７日（金）
■主　　催　社団法人日本広報協会、山形県、山形市
■後　　援　内閣府、総務省
■協　　賛　全国知事会、全国市長会、全国町村会、日本新聞協会、日本放送協会、日本民間放送連盟、
　　　　　　山形県市長会、山形県町村会
■会　　場　山形市中央公民館ホール
            山形市七日町１-２-39
■参 加 費　会員　　 7,000円
　　　　　　会員外　11,000円
■日　　程　９月６日（木）
　　　　　　11:00～12:00　日本広報協会定期総会
　　　　　　13:00～14:10　開会式・表彰式
　　　　　　14:25～16:00　記念講演「公益の時代におけるまちづくりを考える」
         　           　　小松　隆二　氏　　東北公益文科大学学長
　　　　　　16:15～17:15　講演「生活者の視点から求める行政広報」
　　　　　　          　　石川　牧子　氏　　㈱日テレイベンツ常務取締役
　　　　　　18:00～19:30　意見交換会

　　　　　　９月７日（金）
　　　　　　10:00～12:00　事例発表
        　            　　北海道ニセコ町「ニセコ町まちづくり基本条例について」
                    　　　福岡県春日市「春日まちづくり市民センターに見る市民主導のまちづくり」
　　　　　　12:00～12:10　閉会式
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総
務
省
は
7
月　

日
、
平
成　

年
社
会

11

18

生
活
基
本
調
査
結
果
を
公
表
し
た
。

　

同
調
査
は
、
国
民
の
生
活
時
間
の
配
分

及
び
自
由
時
間
等
に
お
け
る
主
な
活
動
に

つ
い
て
調
査
し
、
国
民
の
社
会
生
活
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

昭
和　

年
以
来
5
年
ご
と
に
実
施
し
て
い

51

る
。（
集
計
対
象
約　

万
人
（　

歳
以
上
）

18

10

か
ら
推
計
）

　

調
査
に
よ
る
と
、
過
去
1
年
間
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
人
は
6
、
7
5

0
万
人
で
、
行
動
者
率
（　

歳
以
上
人
口

10

に
占
め
る
割
合
）
は　

・
4
％
と
な
っ
て

59

い
る
。
仕
事
や
学
業
で
の
利
用
を
含
め
た

平
成　

年
（　

・
4
％
）
と
比
べ
て
も
、

13

46

　

・
0
％
上
昇
し
て
お
り
、
こ
の
5
年
間

13で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
広
く
国
民

生
活
に
浸
透
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
を
行
っ

た
人
は
2
、
9
7
2
万
2
千
人
、
行
動
者

率
は　

・
2
％
で
5
年
前
よ
り
2
・
7
％

26

低
下
し
て
い
る
。
年
階
級
別
に
み
る
と
、

　

〜　

歳
が　

・
6
％
と
最
も
高
く
、　

40

44

33

25

〜　

歳
が　

・
8
％
と
最
も
低
く
な
っ
て

29

15

い
る
。
同
活
動
を
種
類
別
に
み
る
と
「
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
」
が　

％
と
最

12

も
高
く
、
次
い
で
「
自
然
や
環
境
を
守
る

た
め
の
活
動
」、「
子
供
を
対
象
と
し
た
活

動
」
と
な
っ
て
い
る
。
形
態
別
で
は
「
町

内
会
・
老
人
組
合
・
青
年
団
な
ど
」
に
加

入
し
て
行
っ
た
活
動
が
最
も
高
く
、
次
い

で
団
体
に
加
入
し
な
い
で「
地
域
の
人
と
」

行
っ
た
活
動
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 

　

こ
の
ほ
か
、「
学
習
・
研
究
」で
は
3
、
9

9
8
万
人
、
行
動
者
率　

・
2
％
、「
趣
味
・

35

娯
楽
」
で
は
9
、
6
4
6
万
4
千
人
、
行

動
者
率　

・
9
％
、「
旅
行
・
娯
楽
」
で
は

84

8
、
6
6
0
万
7
千
人
、
行
動
者
率　

・
76

2
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

地
球
環
境
問
題
有
識
者
会
議

を
開
催 

―
農
林
水
産
省
―

　

環
境
省
は
7
月　

日
、
平
成　

年
4
月

10

18

―
9
月
を
対
象
期
間
と
し
て
行
っ
た
廃
家

電
4
品
目
（
エ
ア
コ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
式

テ
レ
ビ
、
電
気
冷
蔵
庫
・
電
気
冷
凍
庫
、

電
気
洗
濯
機
）
の
不
法
投
棄
状
況
の
調
査

結
果
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。

　

本
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
廃
家
電
4
品

目
の
当
該
期
間
の
不
法
投
棄
台
数
の
合
計

は
6
8
、
6
4
2
台
で
、
前
年
同
期
間
の

不
法
投
棄
台
数
の
デ
ー
タ
を
有
す
る
1
、

7
4
1
自
治
体
に
つ
い
て
比
較
す
る
と
、

7
、
9
8
5
台
の
減
少
（
前
年
同
期
比　

・
10

5
％
減
）
と
な
っ
た
。
不
法
投
棄
台
数
が

減
少
し
た
自
治
体
が
挙
げ
た
そ
の
主
な
理

由
は
、
①
不
法
投
棄
対
策
の
強
化
と
②
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
普
及
啓
発
の
効
果

に
よ
る
住
民
の
意
識
や
理
解
の
向
上
が
最

も
多
く
、
共
に　

％
で
あ
っ
た
。

53

　

人
口
1
万
人
当
た
り
の
不
法
投
棄
台
数

を
比
較
す
る
と
、
市
区
5
・
2
台
に
対
し
、

町
7
・
1
台
、
村　

・
5
台
、
ま
た
、
行

13

政
区
域
外
か
ら
の
持
込
み
に
よ
る
不
法
投

棄
の
状
況
に
つ
い
て
、
持
込
み
が
混
じ
っ

て
い
る
又
は
大
半
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

と
回
答
し
た
の
は
市
区　

％
に
対
し
、
町

30

　

％
、
村　

％
と
な
り
、
特
に
町
村
部
で

49

53

単
位
人
口
当
た
り
の
不
法
投
棄
台
数
が
多

く
、
行
政
区
域
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
と

考
え
て
い
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
回
収
が
物
理
的
に
困
難
な
谷

底
へ
の
投
棄
等
、
不
法
投
棄
が
悪
質
化
の

傾
向
に
あ
る
と
回
答
し
た
自
治
体
は　

％
35

に
上
っ
た
。

　

現
在
、
中
央
環
境
審
議
会
・
産
業
構
造

審
議
会
の
合
同
会
合
に
お
い
て
、
不
法
投

棄
の
継
続
的
な
発
生
へ
の
対
応
も
含
め
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
見
直
し
作
業
が
行

わ
れ
て
い
る
。

廃
家
電
製
品
の
不
法
投
棄
状

況
ま
と
ま
る 

― 
環
境
省 
―

　

農
水
省
は
こ
の
程
、
食
料
・
農
業
・
農

村
、
森
林
・
林
業
、
水
産
業
に
お
け
る
地

球
温
暖
化
対
策
等
の
地
球
環
境
問
題
に
つ

い
て
、
分
野
横
断
的
に
議
論
を
深
め
る
た

め
、
幅
広
い
関
係
者
か
ら
な
る
地
球
環
境

問
題
に
関
す
る
有
識
者
会
議
を
立
ち
上

げ
、
初
会
合
を
開
い
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
同
省
で
は
、
平
成　

年
2

19

月
よ
り
、「
国
産
バ
イ
オ
燃
料
の
大
幅
な

生
産
拡
大
に
向
け
た
工
程
表
」
に
基
づ
く

取
組
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
6
月
に

「
農
林
水
産
省
地
球
温
暖
化
対
策
総
合
戦

略
」
を
、
7
月
に
は
「
農
林
水
産
省
生
物

多
様
性
戦
略
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
地
球

環
境
保
全
に
貢
献
す
る
農
林
水
産
業
の
実

現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
き
た
が
、
今

後
さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
生
物
多

様
性
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
政
府
全
体
で

の
検
討
作
業
や
国
際
会
議
の
状
況
等
も
踏

ま
え
、
実
効
性
の
高
い
施
策
の
推
進
方
策

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
幅
広
い
有
識
者
か
ら
意
見
聴
取

を
行
い
、
具
体
的
な
取
組
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
同
会
議
を
設

置
し
た
。

　

同
会
議
で
は
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
課

題
と
し
て
①
京
都
議
定
書
の
目
標
達
成
に

向
け
た
農
林
水
産
関
連
分
野
の
地
球
温
暖

化
防
止
策
の
推
進
、
②
避
け
ら
れ
な
い
地

球
温
暖
化
に
よ
る
影
響
に
対
応
す
る
た
め

の
適
応
策
の
推
進
、
③
環
境
問
題
、
食
料

問
題
の
解
決
に
向
け
た
、
途
上
国
に
お
け

る
地
球
温
暖
化
防
止
策
・
適
応
策
へ
の
協

力
、
④
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
に
向
け
た
議

論
、
提
案
、
⑤
生
物
多
様
性
の
保
全
、
⑥

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
の
推
進
な
ど
を
取

り
上
げ
、
検
討
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

平
成　

年
社
会
生
活
基
本

18

調

査

結

果

ま

と

ま

る
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